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例 言

1.本書は、東大阪市教育委員会文化財課が、東大阪市建設局下水道部の委託を受け、平成 11年 1

月～ 12月末日まで実施した公共下水道管きょ築造工事に伴う埋蔵文化財調査の概要報告である。

2.本書には鬼塚遺跡、西ノ辻遺跡、市尻遺跡、山畑古墳群、北島遺跡、段上遺跡、下六万寺遺跡、

鵜立遺跡、水走遺跡、神並遺跡、鬼虎川遺跡、楽音寺遺跡、山畑遺跡、神並古墳群、北鳥池遺跡、

植附遺跡、五合田遺跡、芝ヶ丘遺跡、西代遺跡、コモ田遺跡、馬場川遺跡、善根寺山遺跡、河内寺

跡、中垣内遺跡、和泉遺跡の概要を収録した。

3.現場は勝田邦夫、オ原金弘、坂田典彦、東徹志、永田朋子がおこない、報告の分担は各章の表に

記した。

4. 本書に収録した現場写真は、各担当者が撮影し、遺物写真は株式会社スタジオG・Fプロに委託し

て実施した。

5. 土色名に数字が入っているものは、農林水産省農林水産技術会議事務局監修•財団法人日本色彩

研究所色票監修『新版標準土色帖』に準じている。

6.調査の実施にあたっては、東大阪市建設局下水道部のご協力のもと、施工業者ならびに近隣市民

の方々のご協力を賜った他、現場作業および整理作業には後藤一郎、西野剛、国分陽介、小野瀬智

子、山口香、川内清、井筒美智与、河村恵理、武山愛、海野直子、築山裕美子、里百代、大嶋和代、

井上幸子、椋田和博、八田美代子、吉田綾子、坂野正典、小野友記子、大山えりか、井上成が従事

した。これらの方々に記して感謝いたします。
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第 1章平成 II年度の下水道関係調査について

平成10年度より東大阪市教育委員会文化財課では、直営事業として下水道管埋設工事に伴う発掘調

査を実施している。下水道工事は前年と同様に東地区を中心におこなわれた。

今年度の調査件数及び調査内容の概略は下記の調査一覧表に記した。調査にあたり下水道部と文化

財課で協議した。調査は道路の迂廻路が確保できないなど、種々の条件により立会調査が大部分を占

めた。また、交通量の問題から夜間工事になり、調査を断念したエ区もある。

今年度の調査成果はコモ田遺跡の範囲が南に広がることや和泉遺跡で確認例のない布留期の遺構及

び遺物包含層を検出したことなどがある。また、鬼虎川遺跡では、集落の東側にあたると考えられる

地点で遺構の確認ができた。馬場川遺跡でも縄文時代後期の土器が多量出土した。

今回の収録した調査は平成11年1月1日より 12月31日までに実施したものを対象とし、それ以後のも

のは、次年度に報告することにした。

平成 II年度下水道工事に伴う埋蔵文化財の調査一覧表
（平成11年1月 1日～12月31日）

屈/Jilli沼・ 1•水爵サ 遺跡名 届Il.1の工事名称 1週Yi.場所 瀾究 凋J'f.jUJIIIJ 根告打・ 湖ftA’i呆・所見

I 1 0 424 下 114 鬼塚 平成9年度公共下水逍第1]工 宝1町地内 立会 11.1.18 才原金弘 第2窄で根告。

遺跡 区竹きょ格造工事 ——~ 
l l. 4. 20 

2 10 !25 下 115 j!!iノ辻 平成9年11t公共下水辺第IIエ 弥生町地内 立会 向上 同」ご． l il] t. 

遺跡 区管きょ染造工．9）I.

3 10 453 下 128 山畑 平成10年度公共下水迎In1 Jこ 瓢爪山町地内 発掘 11. l. 25 才原金~l、 筍3:F,i:でtit告。

協 9J 古瑣群 区管きょ挽造工事
一11. 2. 22 

4 1 0 • 4 5 4 下 127 市尻 平成10年度公共下水近第 1こ[ 瓢箪111町地内 梵掘 同上 同」^ 同」：

逍趾ヽ 区竹きょ格造工事

5 10 455 T 130 北島池 平成10年疫公共下水辺第10エ 下六万寺町 3 惧重 工m実施。

協 1021 遺跡 区竹きょ槃造工．7lt 丁目地内

6 10 456 下 131 段J: 平成10年庇公共下水逍第10-T. 下六万寺11r13 立会 II. 2.16 水田1111子 第6序で朴l告。

協 1021 遺跡 区竹きょ格造工9Jr. T |S1地1人」

IU.6 

7 10 457 ード 131 F六万寺 平成10年度公共下水近卯10ェ下六万寺町 3 立会 問 Iこ ,,;J I ldJ」△

協 102] 遺跡 区行きょ挽造こじ’JI 丁目地内

8 10 458 下 131 粕立 平成10年度公共下水迎窮 8エ 鷹殿町地内 立会 II. 3. 5 才／iR金弘 窮7j裕で報告。

協 1021 遺跡 区竹きょ格造工!Jr.

II. 3. 30 

， 10 521 下 1016 暗峠越 平成10年1虻公共下水近第 6J'. 松原Il「Jl丁目 立会 11. 5, 28 1,,J上 第15f作で11i告。

奈良街道 区管さよ挽造_[ll[

｀ 11. 6, I 

10 10 S22 下 10・12 鬼虎川 平成10年1虻公共―F水直筍 2エ 宝町地内 禎煎 夜Ill!工事のため'IJ'暉工事に

遺跡 区竹きょ格造工‘Jr. 変更ウーT→・＇J［実施。

II 10 523 ート 10 、13 鬼塚 平成10年1虻公共下水・迫り326エ 宝19［地内 立会 l l. 4. 7 水ITIIIII子 筍llf;'.でtll告。

(I村） 遺跡 区管きょ屹造こl:ilf
11, 5. 21 

12 10 52{ 下 10·~3 鬼虎川 平成10年度公共下水迫第26.L- 宝町地内 立会 阿上 1,,j上 岡上

（北） 遺跡 Iヌ行きょ染造工‘Jr

13 10 541 下 1044 神並 平成10年1虻公共下水近第18エ 1肘石切 1町l「 立会 11. 4. 5 束徹志 術10 I裕でtilf！和
遺跡 区管きょ梨造工9Jr. H地内

一11. 6, 8 

] 4 JO 554 F政 169 北、'・'i池 平成10年III公：J，'下水道第16エ 希雌11「f～卜六 発掘 l l. 6. 2 J/WI典疹 第16 F,lでIll告。

逍跡 区竹さよ梵造こl;’Jr・ 万寺3丁11
11, 6, 11 

15 10 575 下設 177 鬼虎川 平成10年1Jl・公共ド水逍お27::C 弥生町地内 ,II［煎 夜 1111 エ）Jr•のためtl'gt 」こ事に

遺判； 区管きょ染造工’Jr 変更。工事実施，

16 ll 20 下設， j t l,-{ 平成10年1史公共―F水迎第32エ 中1-1りJ|l『7丁 立会 11. 2, 8 才可［金弘 窮4f;<.で邪告u

遺跡 区管さよ槃造工·))1• l]地内

11, 5, 28 

]7 11 50 下設 16 鬼塚 半成 9年度公共下水迎窮212エ I伽・「町地内 立会 11. 2.15 オ1ii.（妙l、 弟5窄で根告，9

遺跡 区竹：きょ姿造工）Jr

lU.7 

- l -



届111番号 下水番ゆ il'l跡名 届川のエ9Jr•名祢 I悶ft)J/，所 瀾査 ；具在1UJIIII ti!告者 瀾牡粘果・所見、

18 JI 92 1•’設 j8 鬼虎川 平成10年1J(公共―F水道第321.: 鉱9「j・～新i「J 立会 II. 3.,1 試批漏'fc’iaa CI. I.7In 
迅跡 区行きょ槃造工•TJr. よで確じ肌屎文化Ul'IJ!~ 

11. 3, 9 ill・Q---r 1!1:il"竹,1rn~i まで
間此したが、それJ.『)f.-{:I 

研，Lりしていし・いたり 1.'JI 

1こふlo,Jてi公丑，.tが必て

で・r,’J99jil1こt・(UIti，よで

連即い1す。

19 11 121 下設 53 水走 平成10年／虻公共下水il!.りゞ461 水）ヒl~2 T 立会 II 3. 25 才li;（i妙l、 窮 8~でtu告。
逍跡 厄行きょ外造工事 r:1 

11. 5.12 
20 II 122 I’・設 5i] 鬼塚 平成10年度公共ド水辺第47エ IIj1]；町～箱殿 立会 11. 3. 29 坂Ill典ri m・ 9沢でtll告。

退跡 |て竹きょ格造J:9J1. liJ -
lU.20 

I I 2 l 11 123 下設 52 9コモIll 平成LO年1虻公共下水辺第43:r. 六）I寺町2丁 立会 11,8, 2 坂 1J~I 典 j‘}： 祁22 f{i_で根告。

逍跡 区竹きょ挽造．pj(. |;I •J也 1人1 ← 

l l, l l. 9 
22 l l l24 下股 50 机附 平成10年度公共下水辺第41-T. 匝石りJII「f2丁 立会 11. 5.10 規況は水路である。工事は

退跡 区竹きょ格造工？Jr 1,1 -5丁目 ～ 11L巡工法であり、立坑を立

11. 512 会，淵在，退構、逍物は検//¥

でさなかった。

23 ll 120 下油 51 鬼1/r.JII 'I'成 JO年 9虻公,JI,下水辺り~41 工 西ィコりJIIIf21 、.f．会 同 1・ 1,,J上

迅蹄 1ヌ管きょ犯迅：l：9)i 11 ~5111 

24 ll l26 ド設 48 Ill灯II 平成10年度公共下水追筍38]: 上l川条町 J也 1•J 立会 11. 5. 7 坂lll輿rg 硲I;1-r,tで棟告。

juiが |i.i_1；きょ招迅エ’J[

II. 7, 12 
25 11 127 下設 40 1 1 1灯II 平成lo．年度公共下水迫第38―r. 上叫条1町地1人」 ［ゞ会 阿 t. lぃJt |lij」:

古Jn群 区竹きょ格造-1'Jf
26 II 128 下波 47 洒代 平成10年度公共下水近第33.：「． 横小路町5丁 発1111 5II. 1戎； IJif.3 FJ I 2 1'1@111。

迅ilA; 区行さょ格造工事 l'I 
27 l l l 29 下i没46 宋秤寺 平成10年）虻公J,' 下水近り~29エ 横小路町4」― 立会 11.1.H 水1111111子 第l2月9で根告。

迅lが 区竹きょ砲造工・’JT. Fl 
11.5. 20 

28 II 130 下設 45 判IJt 平成LO年1虻公共下水辺り32LT. 東石i!:rJI町1丁 tf（重 1―.'!［実施。. 退社、 区竹きょ挽辿：r．9Ir Iii地1}、1

29 11 14G 下設 57 :Iじ．1:lil!J 平成 LO年 9£公共 1••水近お39-［ r,'、JJぎiIII 3 伯煎 夜l/ll_T.‘liのため伯煎℃liに
ittl’が Iメ行さよ 't;むuli J • I l 咬更。 J;•lり：施

30 11 166 下i没 72 ．／i.合III 平成 10年度公共下水氾り~52エ 末広 Ill823地 v．会 'lHi:1杓工のため、確泌でき
)U跡 Ii竹きょ格辿J―••9J1· 先 なかった。

31 l l 1 67 ド没 71 北.Cl也 平成10年度公共下水辺術52;1; 末広町823地 梢・if( 夜JTII-T..’liのため1r(iF.J?Jr．に
此跡 11行きょり団造J:’l1. 先 ＇と更。エ 1Jr実施，

32 11 IG8 下設 68 池1:,東 平成10年度公共下水逍/ji;o.・1 池島町 1丁 l'I 立会 11. 8. 18 延ぺ 4|＿1の立会渕究を実施。

iJ'1跡 区竹；きょ格造T,9Ji 2061 ~ 4丁目 工事はJIt進．：I：．法でおこなわ

629地先 ll. 9. 8 れ、立坑のif．会，淵：在を実施

したがil'l構、汎物は検illで

きなかったc

33 II 169 下設 7,1 河内寺耕 平成10年度公共―F水近!i¥59エ iii/ l刈ir14 57 ~ 立会 11.0.H オ1以金弘 筍28ftで何告。

区'i"1: きょ挽造工•9Jt 410 
II 10.19 

3•I 11 170 下沿： 67 '"爛 平成IOJl'/J!'公共下水近冷37]: 四・禾91J51 3 ~ 立会 II. 9.1 才JI;t金,;1、 i,13 6 r,;:で．IIし告。
古In群 I?．竹さよ祐·造工•9)t 441地先

11.10. 22 
35 11 171 下股 70 芝ケ l；: 平成10年度公共下水道第58エ 巾石切町4丁 立会 11 10 18 延べ 5|］の立会溝1tを究施。

jtl跡 区竹：きょ裕造T.9Jr. n 234J~2099 

｀ 
工‘l叫 119進工法でおこなわ

-.1 II, 11.18 れ、立坑の立会，閑在を実施

したがil'l構、遺物は検ILLで
きなかった。

36 l l ]72 下設 •73 和呆 平成10年度公共下水近祁50エ r:|l石り）町 5丁 発掘 11.10. 18 水山屈J;r- 第30点で報告。

迅跡 区竹きょ挽辿工事 日7893-2913
11, 10, 19 

37 ll ・ 173 7可役 69 :/111並 平成10年疫公共ド水近れ會45エ 上石切町 l丁 立会 11. 5. 7 才1りl金弘 第14jやでfrii与。
古項群 I~冷i：きょ格jむ工事 I~ 

東石切1町3J― II. 9, 1~ 
n 

38 II 174 下設 66 和只 平成10年度公：JI；下水近第10I 91，石切 l町6T 悧煎 夜1l1lエ‘ltのため1f団n:1Hこ
退枕 エ1：{行きょ狛造工．9Jr. 目2931~2942 安涎，丁．9J［実施。

39 II 290 ド整 36 ：に合Ill 平成10年ぼ公共下水追第306エ 末広Il「[ 立会 11 G. 21 束徹志 ')) 1 9紅でti!告，
遺粉・ 区竹きょ格造こ1?Jr.

11. 9. I 
40 11 291 下院 35 は上 平成10年｝［公共下水道第306T. 下六万寺3丁 立会 同」： 岡」； 同上

遺跡 区符きょ格造工事 l'I 
4 1 1 1 292 下t,c37 .1じ．［け池 平成10年度公共―ド水逍第306_T. 末広町 立会 同上 岡上 同上

il'l判、 区管さよ格造T_•’lt
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Jrrilll番り・ 下水1fiり 遺粉名 届911のエ•‘li名称 沿社場）所 ，均ft l悶1f.JI/JIIIJ "U'；名・ 濶ft},＼ー兄・所見

4 2 ll 293 下整 34 ド`ブ、・万寺 平成JO年9虻公共下水辺が3UG上 ド六）i'，J・.3丁 立会 II. 6. 21 巣溜池・、 筍I9]}で・IIi告，J

退跡 |,: i:iもょ染造工事 u 
11. 9.1 

43 IJ 320 下，役 85 芝ケ li： 平成 10年J虻公共下水近~82J: 北1.Iり）町地1人j --，'［会 11、7.5 才｝i;(金弘 ;r; 2 0京でtll告、．
遭跡 区ifさよ挽造工事

IJ. 7. 23 

44 11 322 下整 218 植附•t 平成IO年度公共下水道第301エ 9|l石l;fJI~ 3丁 立会 11. 6. 8 坂田典j‘I 第179;tでHl告。
遺粉 I-'管きょ亮辿工事 l1地内

11. 10.1 
45 11 4U 協 11lZ 鬼虎川 平成10年1虻公共―F水近祁61J: 弥生II~ 兌!~I 11.8. 3 東微志 筍・23 I/!でlli告。

遺跡 区行さょ染造工•9Jt

11.12. 20 

4 6 JI 409 •~ 11 13 鬼虎川 平成10年度公共下水辺 ~62エ 宝IIJJ・新IIJ 立会 ll. 10, 18 才原金弘 延ぺ81:I'，＇い厄： a，・tを1油
逍跡 区行さよ格近工事 -_ 地・icFl. 5mまでは盛土。 ）1！

11.12, 7 蔵文化財への影胃Iはなかっ

I: 
4 7 l l 4 1 0 協・」0Gl 凍音・「9,J.： 平成10年度公共下水追~63エ 横小路MJ5丁 立会 l I. 8. 3 A IIl金弘 巾24 で^恨告，

遺跡 区竹きょ築造工>)(. Fl 
11, 12. 26 

48 J 1 4 l l 16! 11 30 西ノ辻 平成JO年度公共下水辺;fi65エ ]i山UJ 立会 l l. l l. 1 5 延ぺ 8/］の立会瀾介を実施。

il'l粉 Ii．竹＇きょ格迅工？ lt 現況は水的であり、 J!I！蔵文
11.12, 7 化uiへの彬饗はなかった。

4 9 11 ~12 協 •II 30 神並 平成10年度公共下水辺第65J_ 東Illl町 -，［会 同上 同上

辺翔 区行きょ格iii.:r:!JI

50 11 ~」 3 協 118 FI下 平成10年1父公共下水近第67上 " ＂『「 71lJ 立会 平成JJ年6月29HIdi出。
退跡 l•竹＇さよ亮造工事

51 ] 1 4 14 協 1132 沼択寺III 平成JO年度公共下水辺第7JJ iY根寺町 61. 立会 11. 9, 1~ オ1J;t金弘 第27~で Ill告。

遺跡 区行さょ格造＿t・9l[ FL 
II. 10. 22 

52 JJ 415 協 II67 西イし 平成 IO年 9虻公共下水道祁78_1~· 横小路町 4丁 梵iiII 11. 8, 23 J!i.III躾↓j汝 第25'~で tll告。
遺跡 「り．管さよ染造工1J( EL -ユ

継続「ll

53 l l 4 l 6 協]]67 罵場｝ii 平成10年段公共―F水追第78.7― 横小iii町4T 発掘 同上 r,91」こ 同上

遺跳 区行さょ祐造I!JI n 
54 l J 495 ―lりば 133 "’担内 平成II年度公共―卜水近第 5-T. 沼根寺llf1 l― 立会 II. 9. 28 オ）i（金弘 ”.2 9京で柑告、9

協 •II 3G 遺跡 区竹きょ築造工事 [l 

11. 11. 2! 

55 1 1 4 96 下i設 132 几虎川 平成11年殷公共ド水近第 3エ 弥生IIj 立会 平成 11年8月20 Ell/HUI。
協，溝追加 遺跡 区iiきょ格迅J:．1[

56 1 1 4 97 下政 131 洒ノ辻 平成11年度公共下水ja筍3エ 弥生町 j'［会 平成 11年8月20日届111。
協浪迫／JII 逍 区行きょ姿造工•，Jr

57 11 498 ド波 130 干手寺山 平成II年度公共下水辺筍 II 上石り）町 2―j― 立会 11.11. 22 立会濶子が,,。

協 1170 迅防 I!．行さよ妬砧工1Jl FCL～東石切l"
4 j• u 罰萩,,,

58 l l 4 99 下設 129 鬼J及 平成10年1虻公共―F水逍り377T▲ r刷・I；町～新Ilり 立会 11.11. 15 'ヽL会,llll'/f.中。
協 II51 遺跡 区竹＇さょ外造工 ’Jr.

糾お判l

59 ＂如 下設 128 辻イ•谷 平成10年度公共下水近筍75-T. III石り）町 2丁 立会 11.＂t l l'ド8)」20 |］ Iii /LI。
協 JI42 遺跡 l~l1 さよ格造工1i l] 

GU 11 500 下設 127 鬼）兌川 平成10年度公共下水追第69.T. 両石りJ1n1 ~丁 立公 l l.11.15 立会，侶1t巾。

協 II22 遺11:: 区竹きょ杖造］こ・9Ji n~5丁17
絣萩中

6 1 II 589 Fll! 425 神並 平成JI年91・公共 lC水迫第JI4 ＿l-石りJIIIrl―J 立会 平成 11年I0月5n届II.I。
古IR群 :l:IA：行さょ格造：uli [I 

62 11 657 下iぼ 171 11庁峠越 平成10年度公共下水辺第68」- 立花ll]地内 立会 ll, IL 25 立会,J.!査「ド。
協 IIH 4？良街辺 区竹きょ亮追工事

綿約1’
63 11 G89 下設 175 凡塚 平成jJ年度公共ド水近第 9:[ (iilli町 立会 SI勺皮 1111'1 l月30 El l,1; 

協 ll52 J出跡 区竹きょ格造―l―,9Jr. Ill。

64 1 1 090 下設 176 下六万、lf 平成II年度公共下水迅第11.J.: ドバ万寺町2 立会 'l'I戊ll !p I UI 3 0日月i
協 II65 遺跡 区行さよ外造工事 丁l1JII!1)，J 出．．

65 11 G9! 下：役 177 /IIl並 平成11年度公共下水迅第20エ 東11111「「地内 立会 'I勺Jtl l 1Ii l 1月30 I」h1i
協 II47 iu枕 区竹きょ染造ーT..9Jt III。

66 11 692 下設 178 必I」 平成 11 年度公共―卜水逍り~20J: 東山町地内 立会 平成 11年 11月 30日屈

協 II47 古In群 区行さよ格必工事 ill。

67 JI 693 下設］79 東i',)j野 平成 II 年 1父公共 F水辺 ~25:r． 沼根寺町5T i／頂~（ ,,,"ltl l 5μ] l月30 LI届

協 JJ35 街追 IGi：きょ妬造―I―.1jf. 目～2r目 ILL。

68 JI 694 ~F股 180 IH叫・l 平成II年疫公共 I；水辺第32エ 沼jJ!~i'IIJ 5 J― "！）[ 平成 II年 II月3O n届

161 11 65 il'J.跡 区竹きょ秘・造工1[ 1-1 IH。

69 J J 695 下設 18J 役」: jl'成 II 年度公共下水道り~32― l―― F)；万寺3丁 •1'［会 さ I' ／』~ 1 1 J1s】 1/1 3 0 | -I IIli 
協 JJ75 逍H・ 区竹きょ挽造1?it II ILL。
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第 2 章鬼塚•西ノ辻遺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 9年度公共下水道第 1-1工区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市弥生町～宝町地内

3 調査面積 5 7 3 m2 

4 調査期 間 平成 11年 1月18日～ 4月20日（延べ 11日）

5 報告担当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は鬼塚・西ノ
6 調査 の経 過 辻遺跡内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうこ

とになった。工事は幅約 3mで長さ約191mの間であり、開削工法で

ある。管布設の予定地は現況の水路下（新川）になる。

・＇

調査地点位置図 (1/2500)

- 4 -



I -1地区 I -4地区

ゞ

水路
水路

- lm 
1 

2 
1 

3 2 - 2m 

3 

4 4 
I-• 

5 

6 - 3m 

断面略図

1.調査の概要

I-1地区の層序

第 1層水路のヘドロ。

7 

第2層 にぶい黄色 (10Y6/4)シルト。

第 3層灰色 (7.5Y4/ 1)砂。

第4層黄色 (2.5Y7/8)シルト。

I-4地区の層序

第 1層水路のヘドロ。

第 2層 にぶい黄橙色 (2.5YR6/ 3)シルト。

第 3層暗緑灰色 (lOGY7 /1)シルト。

第 4層灰黄褐色 (10YR4/2)礫混シルト。

第 5層暗緑灰色 (5G4/1)砂質シルト。

第 6層 黒褐色 (10YR2/3)シルト質粘土。

第 7層 暗緑灰色 (10GY4/1)中礫混土。

2. まとめ

立会調査を実施したが遺構、遺物は検出で

きなかった。現況の水路（新川）開削工事の

時に削平を受けている可能性が高い。

調査地遠景

調査地遠景

調査地断面
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第3章 市尻遺跡・山畑古墳群の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 1エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市瓢箪山町地内

3 調査面積 1 0 m2 

4 調査期 間 平成 11年 1月25日～ 2月2日（延べ 7日）

5 報告担当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は市尻遺跡・

6 調査の経過 山畑古墳群内に位置し、下水道部と協議した結果、発掘調査をおこな

うことになった。調査地点は工事が推進工法でおこなわれることから
立坑の 2ヶ所である。調査範囲は 2X2. 5mである。 I地点より西側

の一部で開削工法による工事が予定されていたが、夜間のため発掘調

査はできなかった。

調査地点位置図 (1/2500)
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I地点 II地点

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 

断面略図

1. 調査の概要

I地点の層序

第 1層盛土。

第 2層 緑黒色 (5G2/l)シルト。

第 3層 黒褐色 (2.5Y3/ 2)シルト。

第 4層 黒色 (7.5Y2/ 1)シルト質粘土。土

師器片を少醤含む。

第5層黒色 (10YR2/1)粘土。

第 6層黄褐色（2.5Y5/4)粘土。

第 7層暗緑灰色 (10G4/l)粘土。

第8層暗灰黄色 (2.5Y4/ l)シルト。

第 9層黒色 (2.5GY2/ l)砂質シルト。

第10層 緑灰色 (5G5/1)粘土。

II地点の層序

第 1層盛土。

第 2層 黒色 (7.5Y2/ 1)シルト質粘土。

第 3層黄褐色 (2.5Y5/ 4)粘土。

第4層灰色 (10YR4/l)砂質シルト。

第5層緑灰色 (10GY5/l)シルト。

2. 

I地点の第 4層で土師器片を少量検出し

たが時期は不明であり、明確な遺物包含層

まとめ

1 

2 

3 

A 

5 

-lm 

2m 

9-3m 

調査状況
.s̀‘‘‘’ _,,;, 

調査風景
•
『
.
9

9u
 
9
.

I
 

ではない。 調査地断面
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第4章 北島遺跡の調査

.I 

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 32エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市中石切町 7丁目地内

3 調査面積 4 7 8 m2 

4 調査期間 平成 11年2月8日～ 5月28日（延べ 22日）

5 報告担当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は北島遺跡内
6 調査 の経過 に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことになっ

た。工事は大部分が開削工法であるが、推進工法の場所が一部ある。

工事予定地は南、北、東の 3方向であり、コの字形になる。立会調査
は幅約1.3~2. lmで長さ約257mの範囲である。
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II-2地区 皿ー 1地区

｀ 
、リ ‘’ 

1 

2 機械掘削

3 

4 

5 

6 1 

z 

3 

4 
5 

断面略図

1.調査の概要

II -2地区の層序

第 1層盛土。

99 

lm 

2m 

3m 

第2層 暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1)礫混

じり砂。

第3層

第4層

第 5層

第6層

III-1地区

明黄褐色 (2.5Y6/ 6)砂質シルト。

緑灰色 (10GY6/1)シルト。

暗青灰色 (10BG4/1)礫混じり砂。

オリープ黒色 (5Y3/2)粘質土。

第 1層暗緑灰色 (5G4/1)砂礫。

第2層 緑灰色 (2.5Y6/ 6)砂質シルトと

粘土の互層。

第3層暗緑灰色 (10GY4/l)粘土。

第4層緑灰色 (10GY5/1)砂礫。

第5層青灰色 (10BG5/1)礫混じり粘土。

2. まとめ

ill-1地区の第 4層より磨滅した須恵器

片を検出したが、明確な遺物包含層や遺構

は確認できなかった。

- 9 -
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第5章鬼塚遺跡の調育

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 9年度公共下水道第 21 2エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市南荘町地内

3 調査面積 1 0 1 m2 

4 調査期 間 平成 11年2月15日～ 4月7日（延べ 11日）

5 報告担当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は鬼塚遺跡内
6 調査の経過 に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことになっ

た。工事は大部分が開削工法であるが、推進工法の場所が一部ある。
立会調査は幅約0.9mで長さ約116mの範囲である。

U,-1', 
R 盲

調査地点位置図 (1/2500) 
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A-1地区 A-6地区
、•V V 

1 

2 

3 

4 

5 

>----

ー

2
 

-lm 

-2m 

断面略図

1. 調査の概要

A-1地区の層序

第 1層盛土。

第 2層 黒褐色 (2.5Y3/ 1)礫混じり粘質

シルト。

第 3層 オリープ黒色 (5Y3/2)粘質シル

ト。

第 4層黒色 (10Y2/l)シルト。

第 5層 オリーブ黒色 (7.5Y2/2)礫混じ

り砂。

A-6地区の層序

第 1層盛土。

第 2層黒 色 (5Y3/2)粘質土。

2. まとめ

立会調査を実施したが遺構、遺物は検出

できなかった。

調査地遠景

調査風景

調査地断面

-l1 -



第6章 段上（第9次）・下六万寺遺跡（第4次）の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 10工区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市下六万寺 3丁目地内

3 調査面積 1 7 1 m2 

4 調査期 間 平成 11年2月16日～ 4月6日（延べ 27日）

5 報告担当 永田朋子

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は段上・下六
6 調査 の 経 過 万寺遺跡内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなう

ことになった。工事は 2地区に分かれ、開削工法である。 II地区の南
側が下六万寺遺跡、他が段上遺跡である。工事範囲は幅約0.9~1.0m
でI地区が長さ51m、II地区が長さ約95mである。

[--1---竺- ---1 一̂←心ゴー4- →-4 | hハマ J← ←--～→ l中ー百＇ ー I 一

調査地点位置図 (1/2500)
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1. 調査概要

今回の調査は下水管布設地区が2地区あったため、便宜上生駒山に近い方を I地区 （東）、もう一

方を II地区（西）と呼称した。一日の調査分を一つの地区として区分し、 I地区は計 7、II地区は計

13に分け、北を始点、南を終点として調査を実施した。

2. 層位

I ・ II地区共に断面柱状図を作成した。可能な限り同層と思われるものを統一して掲載した。掘削

深度は地点によって異なり、 I地区では約1.8~2. 2m、II地区では約2.0~2. 8mまで掘削している。

両地区共に南へ寄る程掘削深度が深くなっている。 I地区の北半分の上層は既設管で撹乱されていた

が、地表下約1.8m以下には安定した弥生時代後期の土器を含む層が存在し、調査終点付近の I-6

地区で管底より下へ潜っている。南半分では地表下0.5mとlm付近に古墳時代中期～後期の土器を

含む層が2層認められた。 II地区は地点によって堆積状況が変化するが、調査地全域で遺物を包含す

る層が確認された。管底直上の層には I地区と同様に安定した弥生時代後期の土器を含む層が存在し

ている 。 しかし、掘削深度の関係で層厚は確認出来なかった。既設管の撹乱を受けていない地点では

地表下0.5~lmの間で古墳時代後期の土器を含む層が 1層あるいは 2層存在している。

3.遺構

I-5地区第4層で古墳時代後期の溝を断面観察の際に確認した (I地区断面柱状図第16層）。溝の

幅は不明である。深さ約45cmを測る。溝内から須恵器片 (15・ 21)が出土している。

4. 出土遺物

弥生時代中期～後期の土器・土製品、古墳時代中期～後期の須恵器・土師器・統式系土器・製塩土

器、奈良時代初頭の須恵器が出土した。
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1.盛土 9---- -• 11. ||i1オリー1色(5¥'、1/3)シルトfi砂，埠i器・術匹111:1: 19, 11:'i灰演色（2.5Y4/2)JJ廷．

2.灰オリープ色 (5Y5/2)壌土 ］2.灰黄色 (2.5¥'712) シルト質砂 20.掲灰も (JO鼎1/1)紀酌賜 (5.0con・ドのI|I界を多｝It1こ含む）、

3. II怜オリープ灰色 (5GY4/］)粘判シルト 13.浅貨色 (5¥'7/4)科II粒砂 廿如・須應器を含b

4. II佑'II紐 (5BG3/l)肖lli'f.illl釦・'、少i-tI/)弥生土匹Ill土 14. I貯灰黄色 （2,5Y4/2))凡土 21.貨色 (2.5Y8/G)砂

5.紫灰色 (SPG/1)壌土 15. W灰色 (lOBGG/1)斜1|亮i彫砂、弥生土炉Ii土 22. オリープ黒色 (5¥'311)細礫i比シルト

6. 暗緑灰色 (lOGY4/l)砂 JG. 附脆 (751R3/I)閉）もシルト刊砂、少｝it(J)須應粒IlI土、 23. lj！前郎 (JOIR7/6)・!;l'I'(20.0cm)ii!暉、弥生埠/11:L

7. 11/h'I灰色 (JOl!G311)粘上、多litの弥生1沿出土 i~l<J!ll積上 (0. Seo)打訓ll'I'、8.0cm)灯切渭を含b又， 24. オリープ！ー・[9色 (5Y3/I)砂質土

8.灰オリープ色 (7.5¥'G/2)砂 プロ ックik1こ砂nが入る） 25.,t-リープ焦色 (5¥'3/2)砂

9. II粁紐灰色 (lOGY4/l)砂 17,灰黄色 (2.5Y7 / 2)米l1粒砂 26. llf'i褐色 (10YR3/3)壌土

10. 11/''i灰黄色 (2.5¥'512) シルト 18. Ill}莉灰色 (SBG3/1) シルト例粘土 27. W灰色 (5BGG/I)'i―'牲i)t砂、弥生土器III土

I地区断面柱状図
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1.盛土
2.緑灰色 (10GY5/I)細慄混壌士
3.灰色 (10¥"4/l)砂質土、土師器・須恵器出土
4.オリープ黒色 (IOY3/1)中粒砂とシルトの互層
5.黒色 (2.5GY2/］)細礫混粘土、多云の弥生土器出土
5'．緑灰色 (10GY6/I)細粒砂
6.オリープ黒色 (5Y3/l)壌土
7.灰色 (7.5Y5/l)細霞混シルト、土師器・須恵器出土
8.緑灰色 (5G5/1)砂質シルト
9.オリープ灰色 (2.5GY5/l)細粒砂
10.オリープ灰色 (2.5G¥7/］)中粒砂
］］．緑灰色 (lOGY6/l)粘伐シルト
12.灰白色 (10Y7/l)粘質シルト
13.オリープ里色 (7.5Y3/ I)砂礫 (0.7cm)以下
14.灰色 (7.5Y4/)砂慄 (1.0cm以下）
15.暗灰黄色 (2.5Y5/2)壌土 (2.0cm大の礫を含む）
16.暗オリープ色 (5Y4/3)細礫混粘買土
17.灰色 (5Y5/I)細礫混壌士
18.オリープ色 (5Y6/6)砂礫 (1.0cm以下）
19.灰白色 (N7/）砂礫 (0.5cm以下）

20.青灰色 (5BG5/1)粘質土
21. オリープ灰色 (2.5GY5/ l)砂礫 (0.5c•以下）
22.灰色 (10¥'4/l)粘質土
23.灰色 (7.5Y6/l)細礫
24.灰色 (10¥'4/1)粘質土
25.灰白色 (N7/）砂礫 (1.0cm以下）
26.緑灰色 (lOG¥'5/l)砂礫 (0.5cm以下）
27. にぷい黄色 (2.5¥'6/3)中裸混壌土
28，暗オリープ褐色 (2.5¥'3/3)中裸混シルト、
土師器・須恵器出土

29.暗オリープ灰色 (5GY4/l)細礫混砂
30.灰色 (N6/)中粒砂
31.暗行灰色 (5BG4/l)中裸混シルト
32.灰色 (7.5¥'4/ l)砂礫 (1.0cm以下）
33.緑灰色 (lOG¥'5/l)細礫混粘士、弥生土器出士
34.暗オリープ褐色 (2.5Y3/3)中礫混壌土、
土師器・須恵器出土

35.オリープ色 (5¥'5/4)細慄混細粒砂
36.暗行灰色 (5BG4/1)細礫混粗粒砂
37.暗行灰色 (lOBG4/l)細礫混粗砂
38.緑黒色 (lOG¥'2/l)中礫混粘土、弥生土器出土
39.暗灰黄色 (2.5¥'4/2)シルト質砂

40.暗オリープ灰色 (2.SGY4/l)細礫混シルト質砂
41.暗緑灰色 (JOGY4/l)壌土
42.灰黄褐色 (IOl'R4/2)壌土
43.暗灰黄色 (2.SY4/2)粘四土
44.明赤褐色 (5¥'R5/8) 中礫混壌士
45.暗脊灰色 (5BG4/2)細礫
46.黒褐色 (!Ol'R3/2)中礫混シルト質粘土
47.黒褐色 (10¥'R2/32)シルト質砂
48.オリープ黒色 (5Y3/l)シルト質砂
49.明赤褐色 (5¥'R5/8)中慄混壌土
50.黄褐色 (lOl'R5/6)細粒砂
51.暗灰黄色 (2.SY4/2)粘質土
52.黄褐色 (JO¥'R5/6)中礫視粘質土
53.オリープ褐色 (2.5Y4/3)中礫混壌土
54.灰色 (7.SY5/l)中礫混細粒砂
55.灰オリープ色 (5¥．4/2)壌土
56.暗緑灰色 (IOGY4/l)壌土
57.緑灰色 (JOGY4/l)細粒砂
58.灰色 (7.S¥"4/1)細粒砂
59.灰色 (10¥"4/l)細粒砂

60.暗緑灰色 (5G¥'4/l)中粒砂
6)．暗緑灰色 (IOG4/l)シルト質粘土
62.暗緑灰色 (JOGY4/I)砂牧土
63.暗オリープ灰色 (5GY4/l)粘質土
64．暗緑灰色 (IOG¥．4/1)細粒砂
65.オリープ里色 (7.5Y3/l)ンルト質粘土
66.暗灰黄色 (2.5Y5/2)壌土
67.暗オリープ色 (5Y4/3)中礫混シルト箕砂、
土師器・須恵器出土

68.灰黄褐色 (10¥1!4/2)シルト只砂
69.明赤褐色 (5¥ll5/8)中裸
70.暗緑灰色 (JOGY4/l)粘質土
7)．暗オリープ灰色 (5GY4/l)粘質土
72.緑灰色 (IOG¥'5/I)細粒砂
73.暗緑灰色 (10G4/l)シルト行砂

II地区断面柱状図



l)弥生時代畿内第III様式の土器

少量出土した。 1は甕で、口縁部は張りのある体部から強く外反し、口縁端部を丸く終える。内面

は横方向のハケメの後道具でナデ調整し、体部外面は縦方向のハケメ調整を施す。生駒西麓産である。

2)弥生時代畿内第V様式の土器・土製品

器種は甕、鉢、壷、高杯がある。甕は 2・ 42~44でいずれも口径16cm以内の小型品である。 2の胴

部には 2段階のタタキが施され、内面もハケメによって平滑に仕上げられている。 42は受口状口縁の

外面に 2条の凹線紋、胴外面はタタキの後にハケメ調整が加えられている。43・ 44の口縁外面には擬

凹線紋がみられる。 43は口縁端部が外反し、 44は内弯気味に外反して終る。 3・ 52は鉢である。 3は
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わずかに外反する口縁部で、端部は面を持って終る。口縁内部はヨコナデの後に横方向のハケメを施

している。体部の内外面は丁寧な縦方向のヘラミガキで仕上げられている。 52は張りの少ない体部か

ら「く」の字形に口縁部が外反する。外面にはハケメ、内面には細かいヘラミガキ調整を施している。

壷には広口壷・長頸壷・直口壷がある。 6 ・ 53~57は広口壷である。 6・ 45 ・ 55~57は頸部から口縁

部へとゆるやかに外反し、その内の6・ 45 ・ 57は端部を丸く収める。 55は口縁端部外面に竹管紋を施

37 

=ず， ノ

. 36 . 35 

＼二三竺喜呈戸ー （ 

＼ニーニ—~2

ニ̀I---／:

41 

38 

ー竺デ目 、54

42 

IIK、わ ,4 9 
55 

＼響7,6

パ 57

こ .,,;63

゜

3 戸 43

こ 8□)-`44 

賃l,c60□ 7 5 

て (61

V/9 門

ーク が 言 7

-J62 

叫A •k)' <

3 

30cm 

r'因

＼ 。

讐 」
l1地区出土土器・土製品実測図
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し、内面には稚拙な波状紋を巡らしている。 7は円筒形の口頸部を持つ長頸壷である。口縁端部には

擬凹線紋が巡り、エ具痕を端部に残しながら密なヘラミガキ調整を頸部に施している。 58・ 59は直口

壷で、口縁端部を丸く終える。 58はややひらき気味の逆「ハ」の字形で、内外面共にヨコナデ調整、

頸部にハケメが残る。 4・ 5 ・ 30~41は高杯である。 30~34は杯体部から角度をかえて外反する口縁

部をもつものである。内外面はヨコナデ・ヘラミガキ調整である。 31は杯の内面が工具によってナデ

調整されている。 30・34は体部と口縁部の境に 1条或は 2条の凹線紋を巡らす。 4・ 5 ・ 38 ・ 39は脚

部の裾部である。 4・ 5は接地部分に明瞭な面を持っている。 38・39は器壁が薄く、端部を丸く終えて

いる。 35~37・40・ 41は脚柱部で、全て中空か半中空である。 46~51は底部で、 46~48は外面がタタ

キ調整である。51の外面調整は縦方向のヘラケズリが施されている。60は円形土錘で焼成前に両側から

穿孔されている。重さ約83g。40・ 41 ・ 52が非河内産で、他のものは生駒西麓産である。

3)古墳時代中期～後期の須恵器・土師器、奈良時代初頭の須恵器

器種は須恵器杯菟・有蓋高杯・壷、土師器の閥杯・杯蓋．．鉢がある。 8~15は須恵器杯蓋である。

8は下外方向にのびる比較的長い稜を有している。口縁部は「ハ」の字形に外反し、端部は凹状に仕

上げている。 9・ 10は天井部からほぽ直下に下る形の口縁部で、口縁端部は内傾する凹面が明瞭な段

をなしている。 10の稜は短く丸い形だけのものとなっている。 11~13は形骸化した稜が付されている。

14 ・ 15は稜の痕跡が全く見られず、天井部から口縁部にかけて丸くなだらかなカープを描いている。

16~21 ・ 63は杯身である。 16・ 17の口縁端部は内傾した明瞭な段を有し、受部はやや短く横へ伸びて

いる。杯身の立ち上りは16が比較的高くわずかながら内傾し、 17~19 ・ 63は比較的低く内傾気味に立

ち上っている。 18の受部には接合痕が見られやや短く上方に伸びている。 19は内面が赤褐色、外面が

紫褐色を呈している。 20・ 21は杯身の立ち上りが短く内傾し、全体的に丸みを帯びている。 21の内底

面には同心円当て具痕がわずかに残存している。 22は有蓋高杯で、杯部に杯盤の杯身を転用したもの

と思われる。 26~28・ 61は須恵器壷である。 26・ 61は直口壷、 27・ 28は広口壷である。 26の口縁部は

わずかに内傾し、端部を凹状に仕上げている。 61はゆるやかに外反する口縁部で端部は丸く、口頸部

にカキメ調整を施している。 27は口縁端部を丸く外側に折り込み、内外面をロクロナデで整えている。

28は外反する口縁部で頸部は短い。外面に自然釉が付着している。 23~25・ 29 ・ 64は土師器である。

23 ・ 24 ・ 29は高杯で、 23・ 24は椀状の杯部を有している。外面はハケメの後ヨコナデ調整、内面はヨ

コナデの後放射状の暗文が施されている。口縁端部は23が面を持ち、 24が丸く収めるものである。 29

は口縁部が強く外反し、全体をナデによる調整で仕上げている。 25は須恵器を模倣して作られた土師

器の杯蓋である。須恵器の供給が少ない頃、土師器の制作集団によって作られたものと考えられる。

稜は貼り付けで、稜の上部には沈線が巡り、下部には調整時についた爪の痕跡が残存している。ハケ

メの後ヨコナデ調整を施された天井部には稚拙な波状紋が巡る。内面はハケメの後ヨコナデ調整をし

躇部を丸く整えている。 64は把手付きの鉢である。外面と内面底部はナデ調整、内面体部は下から上

へのケズリ調整を施す。土師器は全て生駒西麓産である。 62は奈良時代初頭の須恵器杯で口径10.8cm

器高3.8cmを測り、全体をロクロナデで整える。

5. まとめにかえて

今回の調査は立会調査であったにも関らず採集した土器醤は約 3コンテナにも及んだ。 I地区では

古墳時代後期、 II地区では弥生時代後期の土器が中心に出土した。土器の出土量から遺跡の広がりを

想定すると、古墳時代後期には I地区を中心に II地区まで広がり、逆に弥生時代後期には II地区が中

心に 1地区まで広がっていたと考えられる。立会調査という制限の関係上遺構はほとんど確認出来な

かったが、周辺には古墳時代後期と弥生時代後期の集落が広がっていたと考えられる。
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I地区始点遠景

IIー 2地区断面 II-4地区断面
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3
 

1. I地区出土 弥生土器
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2. I地区出土 弥生土器・土師器
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3. I地区出土須恵器
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4. I地区出土須恵器・土師器
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5. I地区出土 製塩土器・韓式系土器（表面）
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6. I地区出土 製塩土器・韓式系土器（哀面）
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7. II地区出土 弥生土器
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8. II地区出土 弥生土器底部
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9. II地区出土弥生土器高杯
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10. II地区出土弥生土器高杯

- 23 -



因L・"・..， ＂ 

11. II地区出土弥生土器

12. II地区出土弥生土器壷・土錘
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61 
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h'...七年

＇ヽ 鳴

64 

夏遍
13. II地区出土須恵器・土師器

14. Il地区出土弥生土器（線刻土器）
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第7章鵜立遺跡の調査

.. 
名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 8エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市鷹殿町地内

3 調査面積 2 0 3 m2 

4 調査期間 平成 11年 3月5日～ 3月30日 （延べ 11日）

5 報告担当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は鵜立遺跡内
6 調査の経過 に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことになっ

た。工事予定地は大阪外環状線（国道170サ線）の東側歩道である。

工事は幅約0.9~1. lmで長さ約214mの間であり、開削工法である。
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調査地遠景

| -

断面略図

1.調査の概要

層序

第 1層盛土。

第 2層暗緑 灰色

(10GY4/ l)粘土。

2. まとめ

立会調査を実施したが、エ

事の掘削深度がほとんど盛土

直下であり、埋蔵文化財への

影響はなかった。
調査風景

,'
 

調査地断面
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第8章水走遺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 46エ区管きょ築造工事

• ・ 2 調査地点 東大阪市水走 1~ 2丁目

3 調査面積 8 m2 (2ヶ所）

4 調査期 間 平成 11年 3月25日～ 5月12日（延べ9日）

5 報告担当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は水走遺跡内

6 調査の経過 に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことになっ

た。工事は推進工法であり、立坑の 2ヶ所である。立坑はライナープ

レートであり、径 2mと2.5mの範囲である。

li:［し五王い□記芦i［三三＿」・- -------—一□戸る----------· —----------こ
I ー・-- · ― . _ •一・几— • 一 •一 9A.＿ ・ー・ ー ・f\—、 ふ

洛大阪東大阪線 - -
.―-- 9 •一 •一 •一l) ,--- ． 'u'一 •一 •一廿 —— 

―-．--=-=，云―塁［一立二竺二：

I戸「iroo（工事中） I

I,t It[ 

旦-g 

、·¥•----云-.:=＝=二-:: •— 

---． ・ー ・ ・ ・「 1

-----―ーー可］1．7-]『°---i------

ニこ丁
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1.調査の概要

工事予定地の 2ヶ所を立会

調査したが、遺構、遺物は検

出できなかった。また、工事

の都合により断面実測図は作

成できなかった。

調査地遠景

一ぶ
八
〗

L

査調

調査風景
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第9章鬼塚遺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第47工区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市南荘町～箱殿町

3 調査面積 2 2 4 m2 

4 調査期 間 平成 11年 3月29日～ 4月20日（延べ 14日）
， 

5 報告担当 坂田典彦

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は鬼塚遺跡内

6 調査の経過 に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことになっ

た。工事は幅約0.9mで長さ約263mの間であり、開削工法である。

調査地点位置図 (1/2500) 

-30 -



I-11地点 I-13地点 I-14地点 I-16地点
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調査地区断面図

1.調査の概要

本調査は、箱殿東の交差点から天理教教会まで、延べ230mの間で実施した。遺物は調査始点から

150m程南東の I-11地点から終点までの間で検出された。包含層は現地表面からー lm前後の黄褐

色シルト層を主体とし、層厚は30~40cmを測る。各地点の断面図詳細は以下に記す。

2.層序

I -11地区

第 1層盛土。

第2層 暗緑灰色 (10G3/l)礫混じりシルト。 3.0cm以下の中礫多く含む。

第3層 暗灰黄色 (2.5Y4/ 2)礫混じりシルト。 2.0cm以下の中礫含む。弥生時代後期の包含層。

第4層暗褐色 (10YR3/4)シルト。

第 5層 オリープ黒色 (10Y3/2)礫。 10cm大の大礫。

第6層褐灰色 (10YR5/1)粘質土。

I -13地区

第 1層盛土。

第2層灰色 (5Y5/1)シルト。

第3層 灰色 (10Y4/l)礫混じりシルト。 3.0cm以下の中礫含む。古墳時代初頭の包含層。

第 4層黒 褐色 (2.5Y3/ 1)シルト。
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.. 
第5層 黄褐色 (2.5Y5/ 4)シルト。炭化物含む。弥生時代中～後期の包含層。

第 6層暗青灰色 (10BG4/1)シルト。

I -14地区

第 1層 盛土。

第2層黒褐色 (2.5Y3/ 1)シルト。

第3層 黒色 (N2/0)シルト。古墳時代の包含層。植物遺体多量に含む。

第 4層 黄褐色（2.5Y5/4)シルト。炭化物含む。

第5層 緑黒色 (lOGl.7/0)礫混じりシルト。

第6層 暗オリープ褐色 (2.5Y3/ 3)礫。

I -16地区

第1層 盛土及び撹乱。

第2層黒褐色 (2.5Y3/ 1)シルト。

第3層 オリープ褐色 (2.5Y3/ 1)シルト。弥生時代中～後期の包含層。

第4層 黒褐色 (2.5Y3/ 1)礫混じりシルト。 3.0cm以下の中礫含む。

第5層 オリープ褐色 (2.5Y4/ 4)シルト。炭化物含む。

第6層黒色 (5Y2/1)礫混じりシルト。

3. 出土逍物

出土遺物は、弥生時代中期後半から古墳時代初領の時期幅をもち、出土総数はコンテナで1/2箱を

計る。以下、出土した遺物のうち復原・図化できた 6点について器種ごとに概説する。なお、鉢 (1)

以外は全て生駒西麗産の胎土である。

鉢 (1) 口縁部は外弯しながら立ち上がり、端部はさらに内折する。おそらく脚をともなう器形で

あろう。外面調整は、 6条の凹線文を施し直下に円形浮文（径 5mm) を4mm間隔で配する。内面調整

はヨコナデの後、縦方向に粗くミガキを施す。特徴的な多重凹線文と胎土から摂津系の搬入品と考え

られる。

甕（2) 弥生時代後期の甕の底部で、胎土に角閃石•長石・石英を多量に含む。外面調整は縦方向

のハケメ (4本／cm) の後、粗いタタキ (3本／cm) を施す。内底面調整は、底から左周りに密なハ

ケメ (8本／cm) を螺旋状に施す。

甕 (3) 口縁部のみ残存し、上外方にやや外弯しながら立ち上がり、端部は内側へ丸みをもって肥

厚する。いわゆる布留式甕である。外面調整はヨコナデ、内面調整は板状のもので横方向にナデ（一

部ミガキのようにみえる）を施す。

甕（4) イ本部片のみ残存し、器壁は最大 7mmを測る。部分的に煤の付着をみる。外面調整は、横方

向の密なハケメ (5本／cm) の後、縦方向の粗いハケメ (3本／cm) を施す。内面調整は、縦方向に

ハケメ (8本／cm) の後、斜方向に同単位のハケメを施す。

器台（ 5) 皿状の受け部をもち、ミガキを多用する非常に精製された土器である。外面調整は、斜

方向のハケメ（単位不明瞭）が横方向の密なミガキによって消されている。内面調整は、横方向のハ

ケメ (7本／cm) の後、中心から放射状に暗文を施す。

嵩杯 (6) 外面調整はナデ、部分的に横方向の板ナデを施す。内面調整は、横方向にハケメ (7

本／cm)、柱状部は左回りのケズリを施す。端部はやや面をもつ。
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出土遺物実測図

4. まとめ

今回の調査は、大阪と奈良を結ぶ暗峠越奈良

街道と東高野街道（現在の旧170号線）の交差

点を起点とし、東南へ第 5次調査を実施した天

理教東神田大教会までを調査した。本遺跡は縄

文晩期から古墳時代にかけての良好な遺物が出

土している。特に、今回の調査終点である天理

教会内で実施された第 5次調査（「東大阪市埋

蔵文化財包蔵地調査外報17」東大阪市教育委員

会1978)では、弥生時代後期の焼失竪穴住居や

古墳時代前期の土坑など数多くの遺構・遺物が

検出されている。つまり、今回調査では、その

生活域（居住域、生産域、墓域）がどこまでつ

づくかを確認する事を目的とした。立会調査と

いう制約および、後世の撹乱という条件も重な

り確認するには至らなかった。ただし、 I-11 

地区付近から、弥生時代中・後期、古墳時代初

期の遺物が出土し始め、終点 (I-16) までそ

の包含層を追うことが出来た。① I-11地区付

近までは第 5次調査相当層がある。②勾配のき

つい地形がゆえの二次堆積である、の 2つが考

えられる。この結論は今後の調査に委ねたい。

調査断面

-33 -



’.― 

調査地遠景

． 

-34 -



出土遺物

出土遺物
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第10章神並遺跡の第24次調査

； 

． ， 

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 18エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市西石切町 1丁目地内

3 調査面積 3 8 4 m2 

4 調査期間 平成 11年4月5日～ 6月8日（延べ30日）

5 報告担当 東徹志

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は神並遺跡内

6 調査の経過 に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことになっ

た。工事予定地は東西及び南北の 2方向であり、 Tの字形になる。エ
事は幅約0.9mで長さ約45lmの間であり、即削工法である。
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1. II音緑灰色(7.5GY4/ l)シルト
2.灰オリープ色(7.5Y5/3)シルト
3. II音灰捉色(2.5¥'4/ 2)細棟混シルト
4.暗オリープ色(5Y4/3)砂竹シルト
5.オリープ灰色(10¥'4/2)シルト
6.焦色 (2.5¥'4/1)粘土
7.オリープ黒色(5Y3/2)壌土
8.賠灰黄色(2.5¥'4/2)砂11土
9.オリープ黒色(10¥'3/1)粘質土
10.暗緑灰色(7.5GY4/l)壌土
11.緑灰色(5G5/I)粘i1土
12.暗褐色(10YR3/3)極少枇中粒砂混壌土
13.青黒色(5B2/1)少枇中礫混中砂混シルト
14.暗青灰色(5PB4/l)砂混粘質シルト

15.紫黒色(5P2/l)柑粒砂混壌土
16.暗青灰色(584/1)シルト混粗粒砂
17.廣褐色(2.5B5/ 6)中粒砂視シルト
18. Ill;;青灰色(5B4/l)細礫混シルト
19. オリ＿プ黒色 (5\'2/2)粘質シルト、中1!!•
20. II音オリープ褐色(5Y4/3)中・細礫ilむシルト、'，
21.熟色(10¥'2/l)粘質土、',
22,オリープ黒色(5Y3/2)極少枇細礫視粘竹シルト
23.暗紫灰色(5P4/l)札粒砂混壌土、よくしまる
24. I陪青灰色(5PB4/l)粗粒砂砒粘質土と賠青灰色
(584/1)粗粒砂i品粘質土の互爵、中世？

25.青灰色(5B2/l)枡粒砂混粘質土、ク
26.青黙色(5PB2/l)粗粒砂視粘乳土
27.暗青灰色(10BG3/1)粗粒砂混粘質土

土層断面柱状図 (V-1: 400) 

28. II謁灰色(5GY3/l)少批中熟混祉粒砂混粘質土、
[ h I I t ? 

29,黒色(7.5YR2/l)多批粗粒砂視シルト
30.黒色(NZ/0)机粒砂視粘質土、水多
31.緑黒色(10GY2/l)極少址中粒砂混粘質土
32,灰オリープ色(5Y4/2)（少紐細牒混）壌土
33,灰黄褐色(lOYR4/2)細礫枇壌土、巾冊？
34,黒褐色(10¥R3/2)少龍細裸混棋土
35,オリープ黒色(10Y3/l)祉粒砂視粘箕土
36,オリープ黒色(10Y3/l)粗砂視粘質土、水多
37,賠灰色(N3/）少枇中裸混粘質土
38.灰色(5Y4/1)細粒砂、i栃水
39. II惰オリープ褐色(2.5Y3/3)細礫混粘土

1.調査の概要

調査地は生駒山西麓の中位段丘状に位置し、東西南北の二方向でT字状となる。南北をA地区、東

西を B地区と呼称した。現況はA地区が北になだらかに高くなり地区両端で比高差約 4mになる。 B

地区は東に高くなり地区両端で比高差約12mになる。調査は工事と並行して立会調査を実施、 B地区

の東半分で遺物包含層を確認した。以下、 B地区について報告する。

調査では遺物の出土を確認した地区西端から約110m付近を B-2区と呼称、以後 1日あたりの調

査範囲を 1区として工事最終区まで計13区を数えた。そのため調査距離は一定してない。遺物は 2~

13区で出土を確認した。時期は古代と中世に分れ、まとまって出土する範囲がある。前者が東端の

12 ・ 13区、後者が4~12区である。とくに 4~6区では瓦器椀・土師器皿を中心に比較的多くの土器が

出土した。なお、瓦は極少量であるが4~13区で見られた。

2.層位

柱状図は 3が4区、 4が6区、 5が8区、 6が10区、 7が12区、 8が13区において記録した。 4~

6区の範囲では大きな落込みを思わせる堆積を確認した。なお柱状図 1・ 2はA地区内である。詳細

は層序を参照。

3. 出土遺物

出土遺物は須恵器、土師器、黒色土器、瓦質土器、瓦器椀、土師器皿、輸入陶磁器、羽釜、瓦、製

塩土器などがある。以下、図化したものについて述べる。

瓦器椀は 1~12がある。 1~4は口縁端部内面に段をつけるような沈線が巡る。 5・6は口縁端部

を丸く仕上げ、 7は口縁端部内面にエ具による沈線が巡る。 1~4が大和型、 5・6が和泉型、 7が

楠葉型にあたる。底部はミガキの施文幅が狭い 9~11と広い12とに分れる。

土師器皿は16~27がある。口径10cmを境に小皿 (16~24) と中皿 (25~ 27)に分けた。 16~19・25
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zB-4~6区出土遺物実測図

は二段に屈曲する口縁部をもちヨコナデで整える。 20~24・ 26は平底からなだらかに内弯する。 23の

みが器壁が2~ 3 mmと薄手である。 27は口縁部が屈曲して外上方にのびる。

須恵器は33~35がある。 33は直口壷で口径13.8cmを測る。口縁部をヨコナデで整え、体部外面にタ

タキ、内面に当て具痕が残る。頸部内面はケズリが入る。 34は底部径11cm、35は10.7cmを測る。

土師器は甕、杯がある。 36は甕でにぶい褐色を呈し、外面には煤が付着する。口径は14.4cmを測る。

口縁部から頸部にかけてをヨコナデ、体部外面には指頭圧痕が明瞭に残る。 37・39は杯である。 37は

にぶい褐色を呈し、口径は8.8cmを測る。口縁部にヨコナデを施し、外面下半には明瞭な指頭圧痕が

残る。 39は淡黄橙色を呈し底部径は9.8cmを測る。

瓦は平瓦、丸瓦がある。 28・ 29 ・ 30は平瓦でいずれも凹面には布目、凸面には縄目が残る。 29は側

面端部が残り凹面の側面端部にナデ、側面にケズリとナデを施す。凹面の布目をナデ消す。 31は丸瓦

で凸面は縄目がナデ消され、凹面には布目が残る。

他は 8が瓦質の甕で体部外面にはタタキが残る。 13は須恵器の片口鉢で口縁端部が上下にやや拡張
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する。 14は青磁碗で底部径4.8cmを測り内面にオリーブ緑色の釉がかかる。 15は白磁皿で底部径3.3cm

を測り、内外面に乳白色の釉がかかる。 32は製塩土器で器厚は約1.5cmを測り、内面に布目が残る。

38は内黒の黒色土器で底部径7.5cmを測る。

4. まとめ

調査地は平安時代初めと12世紀後半の二時期の遺物包含層が認められた。後者の時期は 4~6区に

落込みがみられ、周辺にも遺構が存在すると考えられる。前者は石切神社付近の平坦面に差しかかる

位置にあたり、包含層が東の平坦面に広がると思われる。
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A-1区遠景（西より）

A-8区掘削状況

A-9調査断面

-40 -



B-13区遠景（西より）

B-12区調査断面 B-13区調査断面
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第11章 鬼塚・鬼虎川遺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 26エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市宝町地内

3 調査面積 5 1吋 (7ヶ所）

4 調査期間 平成 11年4月7日～ 5月21日（延べ 12日）

5 報告担当 永田朋子

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は鬼塚・鬼虎
6 調査の経過 川遺跡内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうこ

とになった。工事は推進工法でおこなわれ、 A~G地点の 7ヶ所の立

坑で立会調査を実施した。

〗業

記〗鳳
119言
i i . 1 | 

！［口：
．． 

I―------！ 
深這 ．」

ロ

r." ．1 

調査地点位置図 (1/2500) 
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調査地点断面略図 E地点断面

1. 層位

B地点北壁断面

第 1層盛土。層厚90cm。

第2層 黄灰色 (2.5Y4/l)シルト質粘土 (10cm以下の巨礫混）。

第3層 オリーブ褐色 (2.5Y4/ 6)シルト質粘土。

第4層橙色 (7.5YR6/ 8)細粒砂。

第5層 暗オリープ灰色 (2.5GY4/ l)シルト質粘土。

第6層暗緑 灰色 (5G3/1)粘土。

C地点西壁断面

第 1層盛土。層厚85cm。

第2層 灰色 (7.5Y4/l)粗粒砂 (10cm程度の巨礫混）。

第3層 暗緑灰色 (10G4/1)細粒砂。

第4層 暗青灰色 (5B4/1)粘質土。

第5層 オリープ褐色 (2.5Y4/ 3)シルト。

第6層 緑 黒色 (2.5GY2/ l)粘土。

2. まとめ

B地点、 C地点共に盛土の直下から10cm程度の礫混じり層が認められたことから、この地区が谷状

地形を形成していたと想定される。第 5・ 6層では弥生時代～奈良時代の遺物が少量出土したが、谷

筋内の二次堆積と考えられる。遺構は認められなかった。

.-------I-::― 
1 

9
,
l
1
1
 し‘‘（口fm出土遠物実測図
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第12章楽音寺遺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 主 平成 10年度公共下水道第 29工区管きょ築造工事

2 調 査地点 東大阪市横小路町 4丁目

3 調 査面積 3 5 m2 

4 調査期 間 平成 11年4月14日～ 5月20日（延べ 16日）

5 報告抵当 永田朋子

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は楽音寺遺跡

6 調査の経過 内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことにな

った。工事は幅約0.9mで長さ約41mの間であり、開削工法である。

[ I II II h1 →1 LJ一I IL II  d /’ ゴ，I I I I - I - nl II |R _ V I 

- --j- - ― 口 ：三日§S1!!~

ご：言UI5冒員
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II 1,  t 
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¥ ¥ !' 

丁□口］□1 '［加L:J!IFご塁疇夏言↑＼＼ i 11/〗a』I
調査地点位置図 (1/2500) 
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調査地区断面略図

.. ←一

1.調査概要

本調査地は楽音寺遺跡の北東端にあたる。下水管埋

設工区間で遺跡指定地の境界線をまたぐ為、 その境

を明瞭にすることを主眼に調査を進めた。

2.層位

I-2地区南壁断面

第 1層盛土。層厚20cm。

第 2層暗灰黄色 (2.5Y4/2)壌土。

第3層青灰色 (5BG5/1)粘質土。

第4層青灰色 (5B5/1)壌土。

第5層 緑灰色 (10GY5/1)中粒砂。遺物出土。

第 6層 オリープ黒色 (10Y3/1)中粒砂混粘質土。

遺物出土。

第7層緑黒色 (10GY2/1)粘土。遺物出土。

I-5地区南壁断面

第 1層盛土。層厚65cm。

第2層青灰色 (5BG5/1)粘質土。

第 3層灰色 (N4/）粘土 (10YR4/4褐色の染込み）。

第4層灰色 (N4/）砂質粘土。

第 5層暗灰色 (N3/）粘土。

＊遺物は出土しているが、どの層かは確認出来ず。

3. 出土遺物

古墳時代後期～中世までの幅広い時期の土器が出

土した。その内、遺跡内から出土した実測可能な遺

物は 1の土師器 1点のみである。その他の土器は遺

跡外出土のもので、ローリングを受けている為、ニ

次堆積したものと考えられる。

1の器種は高杯である。口縁部が強く外反し、ロ

縁端部を丸く終える。内外面はナデ調整である。生

駒西麓産胎土。

4. まとめ

遺跡の指定地境界線から盛土直下に砂層が現れ出
I-2地区断面

＇ 一

．）］｀ 5＼ ノ ＼
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出土遺物実測図
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第13章 山畑遺跡・山畑古埴群の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 38エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市上四条町地内

3 調査面積 3 5 8 m2 

4 調査期 間 平成 11年 5月7日～ 7月12日（延べ 29日）

5 報告担当 坂田典彦

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は山畑遺跡・
6 調 査 の 経 過 山畑古墳群内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこな

うことになった。工事は幅約0.9~1.4mで長さ約304mの間であり、

開削工法である。

．
 ．

．
 ．
 

調査地点位置図 (1/2500) 
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調査地断面図

1.調査の概要

今回の調査は、瓢箪山稲荷神社から東大阪市郷土博物館へ抜ける東西路線で実施した。周知のとお

り当地域は、山畑古墳群・山畑遺跡が内にあり、急峻な斜面に立地する。今回の調査においても西は

山畑古墳群、東は山畑遺跡であるが、地区割りは通し番号で実施した。

堆積状況は、現地表面から一150cm前後で地山と思われる人頭大～100cm強の巨礫を含む黄褐色礫層

を確認し、遺物はその上の二次堆積層から検出した。

2.層序

A-4地区

第 1層 盛土および撹乱。

第2層 黄褐色 (2.5Y4/l)礫混じりシルト。人頭大～ 100cm大の巨礫を全体に含む地山層。

第3層 灰褐色 (10YR4/2)礫混じり粘質土。人頭大の巨礫を含む。

A-8地区

第 1層盛土。

第2層 黒褐色 (10YR3/1)礫混じりシルト。 2cm大の中礫多量に含む。

第 3層 黒褐色 (10YR2/3)礫混じり粘質土。 10cm大の大礫含む。土師器片少量検出。二次堆積層。

第 4層 明黄褐色 (2.5Y6/ 6)礫層。 100cm以下の礫を多量に含む地山層。
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A-12地区地点

第1層盛土。

第 2層 極暗赤褐色 (5YR3/2)，黒褐色 (10YR2/2)礫混じりシルト。 5cm大の礫多量に含む。土師器片

検出。二次堆積層。

第 3層 オリープ褐色 (2.5Y4/ 3)礫混じりシルト。 30cm大の礫多量に含む。

第 4層青灰色 (5B5/1)礫層。 2cm大の礫。

第5層 オリーブ褐色 (2.5Y4/ 3)礫層。 50cm大の礫多量に含む。以下地山層。

第 6層 オリーブ黒色 (5Y3/2)礫層。 150cm大の礫。

A-17地区

第 1層盛土。

第 2層 黒褐色 (10YR3/1)礫混じり壌土。 5~ 10cm大の礫多く含む。

第3層 黒褐色 (10YR2/2)シルト。 2~ 5cm大の礫を含む。

第4層 黒色 (2.5Y2/ 1)礫混じり粘質土。やや粘性を帯びる。北東から南西へ傾斜する。

第5層 黒褐色 (10YR3/2)粘質土混じり礫。粘性は強く、 3~20cm大の礫かなり多い。

3. 出土遺物

今回出土した遺物は、前述のとおり二次堆積層からの検出であり殆どがローリングをうけている。

また、総出土量はコンテナ1/4箱にも満たなく、時期幅も弥生時代から中世までとかなりのひらきが

あることも上記の事由によるものである。以下、出土した遺物のうち図化・復原できた 5点について

器種ごとに概説する。

高杯 (1) 生駒西麓産の胎土で柱状部（中実）のみ残存する。柱状部最小径 (4.5cm)は中位にあり

上下に外反してゆく。磨耗が著しいため調整は不明瞭である。弥生時代中期後半に比定され、台付き

の鉢の可能性もある。

鉢（2) 生駒西麓産の胎土で、鉢の体部片である。外面調整は、上下に櫛描簾状文・列点文を施文

する。簾状文は施文原体幅（残存部推定）は広く、縦線間隔 (2単位／cm) は狭い。弥生時代中期後

半に比定される。

甕（3) 底部のみ1/4程度残存しているが、形態・調整については不明である。胎土に角閃石を多

量に含むことから生駒西麓産である。

土師器(4) 口径10.8cmの中皿で、浅黄橙色 (10YR8/4)を呈する。口縁部は 1段ナデを施し端部は

内側に巻き込み丸くおわる。器壁は 3mm以下で比較的薄く、 11世紀代の所産であろう。

土師器(5) 口径16.8cmで、体部は外弯しながら立ち上がり、端部はやや外反する。外内面調整と

も板状のものでナデ、その後ナデ消す。
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4. まとめ

今回の調査地では、前述の通り現地表面から一1.5m以下は100cm以上の巨礫を含む地山層であり、

遺物はほとんど検出されなかった。無論、完形品の出土はなく、図化・復原できた 5点の土器も、高

杯の柱状部以外は全て 5cm以内の破片であった。ただ、これらの事実は、当調査区が谷筋にあり、生

活するには適していない環境であったと考えられる。また、出土した弥生時代の遺物は既に確認され

ている上方の高地性集落で使用されていたものが二次堆積したものであろう。山畑古墳群は直径15m、

高さ数mの円墳が数多く確認されており、東大阪市の代表的な古墳群の一つである。生駒西麓には北

に五条山古墳群・豊浦山古墳群・みかん山古墳群・額田山古墳群・若宮古墳群・辻子谷古墳群・墓尾

山古墳群があり、南に花草山古墳群・六万寺古墳群・桜井古墳群・浄土寺谷古墳群・高安古墳群（八

尾市） ・高井田古墳群（柏原市） •平尾山古墳群（柏原市）へとつづくー大古墳群の帯があり、当時

の中河内の様相を垣間見ることが出来るのではないだろうか。
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調査地遠景

調査地掘削状況
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第14章神並古墳群の調査

名 称 内 容

1 事 業 主 平成 10年度公共下水道第 45エ区管きょ築造工事

2 調 査地点 東大阪市上石切町 1丁目・東石切町 3丁目地内

3 調 査面積 3 2 0 m2 

4 調査期 間 平成 11年 5月7日～ 9月14日（延べ 22日）

5 報告抵当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は山畑遺跡・
6 調査の経過 山畑古墳群内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこな

うことになった。工事は2地区に分かれ、開削工法である。範囲はI地
区が幅約0.9~1.2mで長さ約205m、II地区が幅約0.9~1. lmで長さ

約157mである。 II地区の南側一部は夜間工事のため立会調査できな

かった。

調査地点位置図 (1/2500) 
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調査地遠景

調査地遠景

調査地断面

I-1地区 Il-3地区
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断面略図

1.調査の概要

I -1地区の層序

第1層盛土。

第2層 オリープ灰色 (5GY6/1)礫混じり

シルト。

第3層黒褐色 (2.5Y3/ 1)粘質シルト。

第 4層 暗オリープ色 (7.5Y4/ 3)シルト。

第 5層灰色 (10Y5/1)礫混じり粘質土。

第 6層 暗緑灰色 (10G4/1)礫混じり粘質

シルト。

II -3地区の層序

第 1層盛土。

第 2層 明黄褐色 (10YR6/8)粘質土。

第3層 オリーブ灰色 (2.5Y4/ 3)粘質土。

第4層褐色 (10YR4/4)砂質土。

第 5層 黄橙色 (10YR7/8)礫混じり土。

第6層 黄橙色 (10YR7/8)砂混じり土。

2. まとめ

遺構、遺物は検出できなかった。
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第 I5章賠峠越奈良街道の調査

名 称 内 容

1 事 業 主 平成 10年度公共下水道第 6エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市松原町 1丁目

3 調査面積 1 1 3 m2 

4 調査期 間 平成 11年 5月28日～ 6月1日（延べ 3日）

5 報告抵当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は暗峠越奈良
6 調査の経過 街道内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうこと

になった。工事予定地は東西及び南北の 2方向であり、 L字形にな

る。工事は幅約 lmで長さ約113mであり、開削工法である。

調査地点位置図 (1/2500) 

-57 -



． ● 

調査地遠景

.

I

'

 

．
 

．
 

I地区

ー

2
 

,-o.5m 

断面略図

1. 調査の概要

層序

第 1層盛土。

第 2層灰オリープ色

(5Y5/ 2)砂。

2. まとめ

工事範囲の全域で砂層が認め

られた。立会調査地は旧吉田川

の自然堤防上に立地していると

考えられる。

調査地遠景

調査風景
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,
'．
'
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第16章北鳥池遺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 主 平成 10年度公共下水道第 16エ区管きょ築造工事

2 調 査地点 東大阪市若草町～下六万寺町 3丁目

3 調査 面積 2 6而 (1ヶ所）

4 調査期 間 平成 11年 6月2日～ 6月11日（延べ4日）

5 報告抵当 坂田典彦

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は北鳥池遺跡

6 調資の経過 内に位置し、下水道部と協議した結果、発掘調査をおこなうことにな

った。工事予定地は大阪外環状線（国道170号線）の西側である。エ

事は推進工法であり、立坑の 3ヶ所の内 2ヶ所は遺跡外になる。調査
範囲は6.4X 4 mである。
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調査地点位置図 (1/2500)
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1.調査の概要

今回の調査では、現地表面から一 4mまでを北壁断面で観察した。

遺構は確認されず、検出された遺物（須恵器2片・土師器片 5片）

はいずれもローリングを受けており、扇状地末端の流れこみによ

る自然堆積層に包含されていたと考えられる。なお、遺物検出層

は第 3・ 5 ・ 8 ・ 9層であり、一 3m以下からは検出されなかっ

た。

2.層序

第 1層埋土および撹乱。

第2層 黒褐色 (2.5Y3/ 1)シルト。 (0.5cm大の礫含む）

第3層 暗緑灰色 (10GY3/1)粘質土。 (0.3cm以下の礫含む） （1cm大

の土師器片数片検出）

第4層黒 色 (2.5GY2/ 1)粘質シルト。

第 5層 灰色 (5Y4/1)粘質土。 (1.0cm以下の礫少量含む） （かた＜

しまり、下位に第6層とのフレーム構造がみられる） （土師器・

須恵器片数片検出）

第6層灰 色 (5Y5/1)粗粒砂。

第 7層 オリーブ黒色 (7.5Y2/2)粘質シルト。

第8層 灰色 (10Y4/1)砂質シルト。 (0.2cm大の礫多量に含む）

（植物遺体少量含む）

第 9層 オリープ黒色 (10Y3/l)粘土。（植物遺体含む） （第9層上面

東へGL-330cmまで落ち込む）

（土師器片検出） （以下水平堆積）

第10層 黒色 (5Y2/1)礫混じり粘質土。 (0.3cm以下の礫に含む）

第11層 黒色 (10Y2/1)礫混じり粘質土。 (0.3cm以下の礫多量に含

み、1.0cm大の礫少量混じる）

第12層 暗オリーブ灰色 (2.5GY4/ 1)細粒砂。

第13層 黒色 (10Y2/1)粘土。（やや粘性有り）

第14層 オリープ黒色 (7.5Y3/ 1)粘土。（少量の砂含む） （第13層より粘性強）

第15層灰色 (7.5Y6/ 1)砂礫。 (O.3cm以下の細礫含む）

第16層 黒色 (10Y2/1)粘土。（調査最終床面GL-400cm)
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調査断面

調査地遠景

掘削風景
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第17章植附遺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 30 1工区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市中石切町 3丁目

3 調査面積 2 0 9 m2 

4 調査期間 平成 11年 6月8日～ 10月1日（延べ 13日）

5 報告担当 坂田典彦

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は植附遺跡内

6 調 査の経過 に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことになっ

た。工事は 2地区に分かれ、開削工法である。範囲はA地区が幅約

0.9mで長さ約68m、B・C地区が幅約0.9~1.lmで長さ約176mである。

LJl―＝←ー＝｛｝ ．」・-

調査地点位置図 (1/2500) 
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A-1地区 A-3地区 B-1地区
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調査地区断面図

1. 調査の概要

A地区は、調査始点から北へ12mの範囲で弥生時代から古墳時代の遺物包含層を検出した。包含層

は現地表面から一 lm前後で確認され、暗褐色の粘質土を主体とする。他の地区は、後世の撹乱及び

盛土層である。

B地区は、掘削深度が浅いことと、住宅密集地を開削していくという条件のなかで撹乱・盛土層が

大半であったが、部分的に古墳時代の堆積層を確認することができた。

C地区は、施工業者との連絡ミスで立合調査をすることができなかった。

2. 層序

A-1地区

第 1層盛土。

第 2層 黒褐色 (10YR3/1)礫混じりシルト。 3mm大の細礫含む。

第 3層 明黄褐色 (10YR6/6)シルト。北進するにつれ層厚増す。弥生土器検出。

第 4層 暗オリーブ灰色 (2.5GY4/ l)粗粒砂混じりシルト。鉄分沈着。

A-3地区

第 1層盛土。

第2層 明黄褐色 (2.5Y6/6)礫混じりシルト。 5mm以下の礫含む。古墳時代の遺物検出。

第 3層 明黄褐色 (10YR6/6)粘質シルト。斑点状に明褐色 (7.5Y6/ 6)のしみ込み。 3mm大の礫少量含

む。

第 4層 明黄褐色 (2.5Y6/6)細粒砂混じりシルト。

第 5層 にぶい黄色 (2.5Y6/ 3)シルト。

第 6層 暗褐色 (10YR3/3)粘質土。上面に遺物検出。
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B-1地区

第1層 盛土および撹乱。

第2層 灰オリープ色 (7.5Y6/ 6)礫混じり粘質土。 2mm大の礫多量に含む。

第 3層 黒褐色 (2.5Y3/ 1)粘土。水分含有量多い。韓式系土器数片含む。

第4層 黒褐色 (10YR3/l)礫混じり粘質土。 3~ 5mm大の礫多量に含む。

3. 出土遣物

今回の調査では、 A地区から弥生・古墳時代の遺物を、 B地区から古墳時代の緯式系土器を検出し

た。 A・B地区合わせて図化できた遺物は 8点であった。図化できなかったもののうち特筆すべきこ

ととして、 A地区で製塩土器片を一括性を帯びた状態で検出したことである。以下、図化・復原でき

た遺物について器種ごとに概説したい。

甕（ 1) 底部のみ残存しており、胎土に石英•長石を多量に含む。内外面の調整は磨耗が著しく不

明瞭である。底径8.8cmで弥生時代前期に比定される。

甕（2) 弥生時代前期～中期の甕で、胎土に角閃石を多く含む。口縁端部に刻み目を施し、内外面

の調整はヨコナデである。また、ヨコナデ時の指圧加減によって端部の器壁厚が5mm以下の部分も見

受けられる。

甕（3) 土師器の甕で、外反した口縁部に端部は少し内側へ肥厚させて丸くおわる。内外面の調整

はヨコナデを施す。復原口径は17cmである。

高杯（4) 柱状部と杯部の接合部分で、差し込み技法である。外面調整は、杯部下位に板状工具に

よる整形痕がみられ、内底面は丁寧にナデを施す。

甑（ 5) 体部から口縁部にかけてほぽ直線的にたち上がり、口縁端部で外折する。推定口径は26

cmである。外面調整は、縦方向のハケメ (8本／cm) を密に施し、また体部上位には、把手部の剥離

痕がみられる。内面調整は、磨耗のため不明瞭であるが把手部の裏に指圧痕がみられる。

杯身（6) 須恵器の杯身で、暗青灰色を呈し、焼成良好で胎土はやや粗い。底部外面1/2弱に回転

ヘラ削り調整を施し、他はいずれも回転ナデ調整を施す。ロクロの回転方向は不明。

翰式系土器 (7・ 8) 2片とも土師質土器であり、 (7)は外面に幅の狭い平行タタキを施した後、

沈線をヨコ方向にめぐらす。内面はナデ調整を施す。胎土は、長石・石英・雲母を多量に含み、焼成
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は良い。 (8)は、底部片であり外面調整は細かい格子目のタタキを施す。体部下位から底部にかけて

二次焼成を受け、黒褐色を呈する。内面はナデ調整である。胎土に 1mm大の角閃石を多量に含むこと

から、生駒西麗産であろう。

4. まとめ

今回の調査で確認されたこととして、 A・B地区とも包含層は現地表面から一 lm前後、特にA地

区の弥生土器底部検出層は一0.5m前後と比較的浅い所にあり、後世の削平、撹乱に侵されていた。

その中で、弥生時代前期それも早い時期から開始されたと見られている当遺跡内で、図 lのような大

型の底部を検出したことは、開始時期を把握する上で一助となるだろう。また製塩土器検出から、流

通の媒体となる塩を扱っていたこの集落の性格を推測することは容易である。

B地区では、韓式系土器が数片検出された。以前の調査で、古墳時代中期の造り付けカマドの痕跡

のある竪穴住居 l棟が見つかっており、緯式系土器との関係を考える上では貴重な資料である。

調査断面 掘削風景
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第18章鬼虎川遺跡の調在

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 21 5エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市宝町～新町

3 調査面 積 3 2 1 m2 

4 調査期間 平成 11年 6月15日～ 10月19日（延べ 15日）

5 報 告担当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は鬼虎川遺跡

6 調査の経過 内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことにな
った。工事予定地は大阪外環状線（国道170号線）の東側歩道である。

一部、東に伸びる。工事は幅約0.9mで長さ約378mであり、開削工法

である。

、二'II三-二旦c=l~l真［
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調査地点位置図 (1/2500) 

-67 -



． 調査風景

1.調査の概要

層序

第1層盛土。

第2層 暗緑灰色 (7.5GY4/l)礫混じりシルト。

第3層青黒色 (5BG2/1)粘土。

第4層 暗緑灰色 (5G3/1)粗砂混じり粘質土。

第5層 暗緑灰色 (5G3/1)粗砂混じり粘土。

第6層 暗緑灰色 (10G3/1)細礫混じり砂。

第7層暗青灰色 (5PB3/1)砂。

第8層 暗青灰色 (5B4/1)細礫混じり粘質土。

第9層 暗青灰色 (5B3/1)シルト混じり粘質土。

第10層青黒色 (102/1)粘質土。

2. まとめ
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断面略図

外環状線の東側部分では上より砂層と粘土層が堆積していたが、遺構、遺物は検出できなかった。

また、外環状線部分は工事の掘削も浅く、ほとんどが盛土内であった。
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第19章 段上（第10次）・下六万寺（第 5 次）•その他遺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 30 6エ区管きょ築造工事

2 調 査地点 東大阪市下六万寺町 3丁目・末広町

3 調査面積 2 1 1 m2 

4 調査期 間 平成 11年 6月 21日～ 9月 1日（延べ 21日）

5 報 告担当 東 徹 志

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は段上・下六

6 調査の経過 万寺・五合田・北鳥池遺跡内に位置し、下水道部と協議した結果、立

会調査をおこなうことになった。工事は 3地区に分かれ、開削工法で

ある。範囲は幅約0.9mで、 A地区（段上・下六万寺遺跡）が長さ約

82m、B地区（五合田遺跡）が長さ約120m、C地区（北鳥池遺跡）

が長さ約45mである。

「
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調査地点位置図 (1/2500) 
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1.黒褐色 (10YR3/2)中粒砂混粘質土
2.灰色 (5Y5/1)少量細礫混粗粒砂混シル凡須恵
器出土？

3.灰色(5Y5/1)粘質シルト、須恵器出土？
4.黒褐色(2.5YR3/ 1)砂質シルト、須恵器出士？
5.オリープ灰色 (5GY6/1)細粒砂
6.黒色 (Nl.5/0)少量細礫混粘質土
7.灰黄褐色 (10YR4/2)極少量粗粒砂混壌土
8.灰色 (5Y4/l)細粒砂混粘質土
9.灰色(7.5Y4/l)細粒砂混粘質土
10.灰色 (7.5Y5/l)極少呈中礫混粘質士混細礫
11.黄褐色 (2.5YR5/ 4)中粒砂
12.明褐色 (7.5YR5/6)中粒砂、鉄分・マンガン沈着

13.緑灰色 (10G5/1)粗粒砂
14.灰黄褐色 (10YR4/2)粗粒砂混壌土
15.灰色 (5Y4/l)細粒砂混粘質土
16.黒褐色(2.5Y3/ 2)砂質シルト
17.浅黄色(2.5Y7/ 4)柑粒砂
18.暗緑灰色 (5G4/l)粘質シルト
19.暗オリープ灰色(5G3/1)細粒砂
20.暗灰黄色(2.5Y4/2)粗粒砂
21.褐灰色 (10YR5/1)シルト
22.浅黄色 (2.5Y7/4)中粒砂
23.暗青灰色(5B4/1)シルト
24.青灰色(5PB5/1)粘質シルト
25.暗青灰色(5PB4/l)粘質シルト

26.黒色 (Nl.5/0)粘土、植物遺体含む
27.灰黄褐色(10YR4/2)壌土
28.青灰色 (5PB5/1)壌土
29.にぶい黄色(2.5Y6/ 4)砂質土
30.灰オリープ色(5Y5/2)シルト
31.暗灰色(N3/）シルト
32.灰色(N6/）中礫混粗粒砂
33.暗灰黄色(2.5Y4/ 2)中礫混シルト
34.褐灰色 (10YR4/l)シルト
35.暗青灰色(10BG3/1)粘土
36.オリープ黒色 (7.5Y3/ 1)壌土
37.黒褐色(7.5YR3/ 1)極少量粗粒砂混シルト
38.極暗褐色 (7.5YR2/3)中礫混中粒砂

A地区土層断面柱状図

39.オリープ灰色 (2.5GY6/ 1)シルト、やや粘質
40.灰色 (5Y4/l)粘質シルト
41.暗青灰色(10BG3/l)粗粒砂混細粒砂
42.黒褐色(7.5Y3/ 2)極少量細礫混シルト
43.暗灰黄色(2.5Y4/2)細礫混粘質土
44.黒褐色 (5YR3/l)壌土
45.暗赤灰色(2.5YR3/ l)細礫混粘質シルト
46.黒褐色 (10YR3/2)細粒砂混シルト
47.明黄褐色 (2.5Y6/8)細粒砂
48.黒褐色 (2.5Y3/ 2)細・中礫混細粒砂
49.オリープ黒色 (5Y3/2)粘質シルト
50.灰オリープ色(5Y4/2)細粒砂
51.灰色 (7.5Y4/ 1)粘質シルト



1. 調査の概要

調査地は三地点に分かれ、段上と

下六万寺遺跡内をA地区、五合田遺

跡内を B地区、北烏池遺跡内を C地

区と呼称した。調査は下水道管敷設

工事に並行して立会調査を実施、 A

地区においてのみ遺物包含層を確認

した。 B・C地区は盛土と考えられ

る撹乱層が深さ約1.8~ 2 mにまで

堆積する。以下、 A地区について報

告する。

A地区は一日あたりの調査範囲を

1区として計8区にわけた。そのた

め調査距離は一定しない。工事の都

合上、調査を実施できなかった範囲

は除いてある。

2.層位
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A地区出土土器実測図

地区内においては遺物包含層を二層確認。一層が深さ約0.6~1.lmにかけてみられる層で層厚約 5

~30cmを測り、古墳時代中期末から後期の須恵器・土師器が出土した。堆積状況は地区南半では確認

したが、北半では遺物は出土するが層を特定できなかった。もう一層は深さ約l.4~1.8m以下にみら

れ、弥生時代後期の土器が出土した。層厚は管底以下に続くため不明である。紫黒色の粘土層で地区

全域で確認した。詳細は層序を参照。

3. 出土遺物

弥生土器、土師器、須恵器などが出土した。以下、掲載したものについて述べる。

弥生土器は鉢、高杯、器台がある。 6・ 7 ・10は鉢である。 6は口径19.4cmを測る中型の鉢で口縁部をヨ

コナデ、体部には横のハケメ後に縦にヘラミガキを施す。 7は口径26.2cmを測る大型の鉢で口縁端部が

面をなし、外面にヘラミガキを施し内面をハケメで整える。 10は底部である。 8は高杯の脚部で中空の

脚柱をもち外面にヘラミガキを施す。 5は器台で下方に拡張した口縁端部に 8条の擬凹線を施し、竹管

文を施した円形浮文を貼る。口縁内面には櫛描の波状文を施す。 5・ 7 ~ 9は生駒西碗産の胎土である。

土師器は甕がある。 1は土師器の甕で外上方に短く開く口縁をもち、口縁部外面を縦にハケメで整

えた後、ヨコナデを施す。また口縁部内面には粗いハケメを横に施す。胎土は生駒西麓産である。

須恵器は甕、坪がある。 11は須恵器の甕の体部片で外面に格子目のタタキが、内面にはナデ消され

た同心円状の当て具痕が残る。 2・3は杯蓋である。 2は口径14.2cmを測り、明瞭な稜をもたずロク

ロナデで整える。 3は口径10.8cmを測り、ロクロナデよる稜がみられ、頂部にはロクロケズリが残る。

4は杯身で口径9.8cm・器高2.5cmを測る。たちあがりは内傾して短く真上に立ち上がり、受部は水平

に外方にのびる。底部外面にはロクロケズリが残る。

4. まとめ

A地区全域から弥生時代後期と古墳時代中期末から後期の二時期の良好な遺物包含層の存在が認め

られ、段上と下六万寺の両遺跡にまたがり包含層が間断なく続くことを確認した。前年度の調査成果

とあわせると二時期の包含層は広範囲にわたって広がると考えられる。
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弥生土器

13 

A-1区第7層出土弥生土器
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第20章芝ヶ丘遺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 82エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市北石切町地内

3 調査面積 2 0 5 m2 

4 調査期 間 平成 11年 7月5日～ 7月23日（延べ 13日）

5 報 告担当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は芝ヶ丘遺跡

6 調査の経過 内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことにな
った。工事は幅約0.9mで長さ約205mの間であり、開削工法である。

調査地点位置図 (1/2500)
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断面略図

1.調査の概要

層序

第 1層盛土。

第2層 黄褐色粗砂混じり粘

質土。

第3層 明緑灰色粘質シルト。

第4層 明黄褐色細砂。

第 5層 明緑灰色粘土。

第6層 明黄褐色細～粗砂。

第7層青灰色粘土。

第8層 灰色細砂と粗砂の互

層。

第 9層青灰色粘土。

第10層褐色細砂。

第11層褐色中～細砂。

2. まとめ

立会調査を実施したが遺構、

遺物は検出できなかった。
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第21章 コモ田遺跡隣接地の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道管きょ築造工事

2 調 査地点 東大阪市横小路町 5丁目

3 調 査面積 4m2 

4 調査期間 平成 11年 8月2日（延べ 1日）

5 報告担当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点はコモ田遺跡

6 調 査の 経 過 に隣接しており、遺跡の範囲を確認するため、工事中に立会調査を実

施した。

調査地点位置図 (1/2500) 
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1.調査の概要

層序

第 1層盛土。

‘̀ 

-lm 
3 

第 2唇灰オリープ色粘質土

第3層 赤色と黒色の混じる

粘土。

第4層 にぶい橙色細砂。

第5層 赤色と黒色の混じる

粘土。

第 6層灰褐色砂混じり粘質

土。

第 7層褐灰色粘質土。

2. まとめ

立会調査を実施したが遺構、

遺物は検出できなかった。



第22章 コモ田遺跡の第3次調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 43エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市下六万寺町 2丁目地内

3 調査面積 1 3 1 m2 

4 調査期 間 平成 11年 8月2日～11月9日（延べ 24日）

5 報告担当 坂田典彦

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点はコモ田遺跡

6 調 査 の経過 内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことにな

った。工事は旧国道170号線車道と南東へ枝分かれする道路である。

旧国道部分は夜間工事のため立会調査できなかった。また、南東道路

の南は遺跡外であったが遺構、遺物を検出したので立会調査を実施し

た。

宣言］］［□
調査地点位置図 (1/2500) 
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調査地区断面図

1. 調査の概要

当調査地は、縄手南小学校西方、旧170号線周辺の横小路町に位置する。文化財包蔵地指定区（以下

指定区と略す）内から始まり南へ150m間で実施され、指定区内はバス道であり夜間調査のため未調査、

A-1 ~10地区までは、既設管による撹乱が著しく断片的な調査となった。 A-10地区（指定区外）以

降は比較的残りがよく、弥生時代後期～古墳時代初頭の包含層を追うことができた。また、 A-16・ 

19地区では溝•井戸の遺構を検出した。包含層はいずれも現地表面から一 lm以内の黒褐色系礫混じ

り粘質土が主体である。以下に断面柱状図を記す。

2.層序

A-5地区

第 1層盛土。

第2層黒色 (10Y2/1)礫混じりシルト。

第3層 暗灰黄色 (2.5Y4/ 2)礫混じりシルト。 5~lOmm大の礫、やや多く含む。

第4層 オリーブ黒色 (7.5Y3/ 1)礫混じり粘質土。 2mm大の礫含む。南へ行くにつれ層厚増す。弥

生時代後期の包含層。

第5層 灰 色 (5Y4/l)礫混じり中粒砂。

第6層 灰黄色 (2.5Y6/ 2)礫混じり砂質土。

A-13地区

第1層盛土。

第2層 オリープ黄色 (5Y6/4)礫混じりシルト。

第3層 灰褐色 (10YR4/2)粘質土。中粒砂若干含む。

第4層 黒褐色 (2.5Y3/ 1)中粒砂混じり粘質土。上面に遺物が多く、遺構面の可能性がある。

第5層 黒褐色 (7.5YR2/2)粘質土。遺物若干含む。

第6層 黒褐色 (2.5Y3/ 2)細粒砂混じり粘質土。

第7層 オリーブ黒色 (5Y3/2)細粒砂混じり粘質士。

第8層 灰オリーブ黒色 (5Y4/2)細粒砂。

.1 
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A-16地区

第 1層盛土。

第2層 黒褐色 (10YR3/l)礫混じり粘質土。 2mm大の礫多く含む。遺物包含層。

第3層 灰色 (5Y5/l)礫混じりシルト。 5mm以下の礫を含み、やや粘性をもつ。上面から溝が切り

込む。

第 4層灰オリープ色 (5Y6/2)砂礫。

溝 1埋土 青灰色 (5BG5/l)粘質土。 1mm以下の礫を少量含み、粘性強い。束西に走り、幅30cm、深

さ21cmである。

A-19地区

第 1層盛土。

第 2層 黒褐色 (7.5YR3/ l)礫混じり粘質シルト。粘性強く、 3mm大の礫多く含む。古墳時代包含層

井戸の埋土でもある。

井戸堆積土 黒色 (5YR1.7/1)粘土。粘性は弱く、下部は砂層に至る。植物遺体を多量に含む。古墳

時代の土師器、横槌出土。

3. 出土遺物

今回の調査では、弥生時代後期と古墳時代初頭の遺物を検出した。大まかな地区別では、撹乱が著

しかったA-1~10地区間で、図化出来なかったが弥生後期の遺物を、 A-11地区以降で古墳時

代の遺物を検出した。特に、 A-19地区での井戸遺楷からの一括遺物は、良好な資料と言えよう。

甕 (1) 口径は、推定16.3cmを測る。口縁部は頸部が外反しながら立ち上がり、端部はやや内折

し丸くおわる。

小型丸底壷（ 2) 口縁部は球形の体部から上外方へ直線的に立ち上がり、端部は尖りぎみにおわ

る。外面調整は、磨滅しているがおそらくミガキを施し、内面調整はケズリないし板ナデを施す。

高杯 (3・4) (3) は、杯部のみ残存し椀形の杯を持つ。口径は推定14.8cmを測り、外面調整

は粗いタテ方向のハケメ、内面調整は口縁端部付近横方向のハケメ、体部は板ナデを施す。 (4) は、

脚．杯部の接合部であり、杯部の立ち上がりが左右対称でない粗雑なつくりである。あえて反転はし

ていない。接合は、中空の柱状部を杯部にはめ込む差し込み技法である。

カマド（ 5・ 6) 井戸堆積土から出土した (5・ 6) は、

ともにカマドを構成するもので、 (5) は鍔部、 (6) は庇の部

位に相当する。 (5) の復原径は、 32.4cmを測り、これから全体

の大きさをイメージすることが可能である。上面は、粗いハケ

メを時計回りに 2~ 3周くり返し、端部は面を持ち、ヨコナデ

調整で丁寧に仕上げる。下面は、指ナデ調整を施し、熱を受け

煤の付着が著しい。剥離面は、斜方向に上面と同じ粗いハケメ

が見られ、①接着前にハケで整形した、②体部接着部の調整が

移った、のいずれかが考えられる。 (6) は庇に相当する部分で、

最大の器厚は 2cmを測る。内面は粗い指ナデ調整を施し、外面

は磨滅している。

横槌（ 7) 法是は、全長33.8cm、槌部・長さ20.8cmで円筒

形を呈する。握部・長さ 13.0cm、グリップエンドに近づくにつ

/ 

'¥Tl, 
叉—=＝|

\ 〗二／

¥” 
゜

10cm 

遺物実測図 1
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遺物実測図 2（井戸内出土）

れ径を増す（バットと同じくストップ効果を作っている）。使用痕はさほど見受けられないが、木目

に直交する部分にそれに相当するいたみがある。野球のバットをイメージすると、ストップ効果も使

用痕の部位も理解し易い。槌部と握部は、一木からの削り出しで、握部の長さから推測すると片手で

握っていたであろう。樹種は、報告担当の肉眼観察ではあるが広葉樹と考えられる。ほぽ完形品であ

る。

4. まとめ

今回、比較的浅い所で検出した遺物包含層は、南に隣接する馬場川遺跡の埋蔵文化財包蔵地（以下

包蔵地と略す）指定域とつながり、井戸・溝・ビットなどの遺構をも確認することが出来た。後に、

井戸堆積土から出土した遺物について、出土遺物の章では (5) (6) セットでカマドを構成すると

記したが (5) に関しては初現期の羽釜の可能性もある。どちらにせよ、井戸（堆積土）に、煮炊

具・横槌（完形品）を埋納したのであるが、十分な調査ではなかった為、埋納時期が廃絶時・使用

時・開始時の判断がつかない。儀礼行為の意は確かである。

・ I 

拡張する範囲について、コモ田遺跡・馬場川遺跡のどちらかに含まれるかという問題は、以前の調

査（木造二階建住宅に伴う試掘調査・昭和 61年『文化財協会ニュースVOL2 Nu 1』1986菅原）の出

土遺物の時期が同じであることから、コモ田遺跡の範囲を拡張する方が望ましい。

当遺跡周辺は遺跡が密集しており、縄文時代から連綿と生活が営まれてきたことがうかがえる。近

年都市整備にともない遺跡は開発の一途をたどるが、当遺跡のように包含層の浅い包蔵地はより事前

調査を慎重に行なう必要がある。
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調査地遠景
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横槌（井戸内出土）

カマド（井戸内出土）
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第23章鬼虎川遺跡の第50次調査

• J 

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 61エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市弥生町地内

3 調査面積 2 8 7 m2 

4 調査期 間 平成 11年 8月3日～12月20日（延べ 51日）

5 報告担当 東徹志

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は鬼虎川遺跡
6 調査の経過 内に位置し、下水道部と協議した結果、現況が水田である B地区を発

掘調査、道路である A・C地区を立会調査することになった。範囲は

幅約0.9~1. lmでA地区が長さ98m、B地区が長さ約98m、C地区が

長さ約105mである。

『
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調査地点位置図 (1/2500)
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1.暗青灰色 (10BG4/1)粘質土 12.褐灰色 (10YR4/1)少景細礫混粘土 22.灰色(N4/）細礫混シルト
2．青黒色 (5B62/1)粘質土、縄文 13.褐灰色 (10YR5/l)粘土 23.灰白色 (2.5Y8/2)粗粒砂、湧水
3．黒褐色 (2.5Y3/l)多量細礫混シルト、炭 14.灰色 (7.5Y5/ 1)粘土、灰色 (10Y6/1)の 24．オリープ黒色 (5Y3/l)粘質土、粘性強
化物含む、弥生 しみ込み 25．暗灰黄色 (2.5Y4/2)極少量細礫混粘土、

4.暗オリープ灰色(5GY3/1)粘質シルト、弥 15.オリープ黒色 (10Y3/1)粘土、オリー 湧水
生 プ灰色 (2.5GY5/ 1)粘土の斑点 26.黒色 (2.5Y2/ 1)粘土、かたくしまる

5:黒色 (2.5Y2/ 1)多最細礫混粘質シルト 16.暗緑灰色 (5G3/1)細礫混シルト 27.オリープ黒色 (7.5Y3/l)粘質土
6．緑灰色 (10GY5/l)極少最細礫混シルト 17.暗緑灰色 (7.5GY4/ 1)砂質シルト、弥 28.暗オリープ灰色（2.5GY3/l)細礫混粘質
7.オリープ黒色 (5PB4/1)多羹細礫混粘質 生・中世 土
シルト 18.黒褐色 (5YR2/1)礫混粘質土 29.黒色 (7.5Y2/ 1)粘土、水多

8.オリープ黒色 (10Y3/1)細礫混粘質土 19.褐灰色 (10YR4/1)礫混粘質土、にぶい 30.黒色 (7.5Y2/1)細礫混粘土、しまる
9．暗緑灰色 (7.5GY4/1)シルト、やや粘質 黄褐色 (10YR5/4)の斑点 31. オリープ黒色 (~Y3/1)砂質土
10．緑灰色 (7.5GY5/l)細粒砂混粘質土、弥生 20.暗灰色 (2.5GY3/ 1)粘土 32.オリープ黒色 (5Y3/2)中礫混壌土、湧水
ii:黒褐色 (10YR3/1)細粒砂混粘質土、少景 21.暗青灰色 (5B4/1)多量の細礫混シル 33.灰色 (7.5Y4/］）中礫混粘質土、粘性強
10~30cm大の中・巨礫含む、弥生 ト

A地区土層断面柱状図

I.調査の概要

調査地を三地区にわけ南側をA地区、北側の西を B地区、東を C地区と呼称した。 B・C地区の中

間地点は鬼虎川遺跡第45次調査地にあたる。立地は扇状地から平野部に移行する位置にある。現況は

いずれの地区も西に下り、地区両端の比高差がA・C地区は約 2m、B地区は約 lmになる。調査はA・

C地区は立会調査、 B地区は発掘調査を実施した。一日の調査範囲を 1区とした、そのため調査距離

は一定しない。 A地区が6区を、 B地区が20区を、 C地区が10区を数える。以下、地区別に報告する。

II. A地区の調査

1．調査概要

0区は工事着工時の連絡の遅れにより西端から約50mの範囲が未調査となった。この範囲について

は仮置中の残土からの遺物採集と枝管工事の際に立会調査を行った。

調査では縄文時代中期の土器が0区より、晩期の土器が 1地点より出土した。弥生土器・須恵器・

土師器・瓦器などは 0~2区より出土、とくに 2区では甕 (17)が立った状態で検出した。また中世の

遺構面も存在する。 3区から東は遺物の出土は稀簿となり、 0~2区には弥生中期初頭、古墳時代後

半、中世の三時期の遺物包含層が広がる。
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B・18
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2.層位

柱状圏は 1~ 3が0区、 4が 1区、 5が2区、 6が4区、 7が6区におい

て記録し、 0~2区で遺物包含層を確認した。詳細は層序を参照。

3.出土遺物

縄文土器、弥生土器、須恵器、土師器、瓦器、サヌカイトなどが出土した。

弥生土器以外の出土量は多くない。以下、図化できたものについて述べる。

縄文土器は 1~11がある。 1は中期の深鉢でキャリパー型の波状口縁をも

ち、外面に円形刺突文と C字形爪形文を施す。船元 I・ II式にあたる。 2~

B・ 17 11は晩期の深鉢である。 4・6・8は口縁部で横にナデが入る。それ以外は体

部で 2はナデを、 7は貝殻条痕文を、他はケズリを施す。 3は凹み底の底部

B-16 

+ ¥_¥ + 
B-15 

B-14 

+ 11+ 
甕は15~17がある。 15・16は大和型の甕で、 16は口縁端部に刻み目をもち

B-13 
体部外面と口縁内面に粗いハケメを施す。 17は河内型の甕で調整は不明。

B-12 
＋ 

B-11 

B-10 

+ X=-32950.0 
B-9 

である。 2~5・8・9・11は生駒西麓産胎土である。

弥生土器は壷と甕がある。壷は12~14である。 12はしぼった頸部から口縁

部が短く外反し、端部が面をもち刻み目を施す。 13は大きく開き水平にのび

る口縁に、上下に拡張した口縁端部をもち櫛描波状文を施す。頸部には櫛描

の直線文と波状文が入る。 14は無頸壷で櫛描の直線文と波状文を施す。

13・15は生駒西麓産胎土である。

m: B地区の調査

1. 調査概要

発掘調査を実施、掘り下げが深いため軽量鋼矢板を用い土留めを行った。

安全深度を超える深さは調査を断念した。管敷設に支障をきたす箇所も断念

B-8 した。今回は安全上、長時間にわたる調査区の開放・放置ができず、 1日に

B-7 
+ 11+ 

約 4~8mの範囲で調査を実施、終了後に敷設工事を行い次区に移った。い

ずれも施工業者との協議の結果行った。調査は日程上、上位層での綿密な調

B-6 査は行えず、弥生相当層を対象に深さ約 2~3. 5mまで行った。掘削には人

力と機械を併用した。
B-5 

+ H+ 
B-4 

B-3 

+ II+ 
B-2 

B-1 

+
Y
1
1
-
1
4
6
8
7
0
,
0
 

+
Y
1
1
,
1
4
6
8
7
5
.

0
 

遣構は地区東端を除き多数検出した。地区中央では複数の退構面が存在す

る。遺物は地区東端を除き多量に出土した。時期は遺構がほぽ弥生時代の中

期初頭、畿内第 II様式の範疇におさまり、広く当時期の遺物が出土する。そ

の他、 10区より縄文時代晩期の深鉢の口縁部が 1点、 10区の溝 5より中期前

半の完形の壷が出土した。また16・17区付近では弥生時代前期末の遺物が見

られた。

2.層位

土層断面図は柱状図で表現した。弥生時代の包含層は紫黒色粘土を碁本と

する。詳細は層序を参照。

3.遺構

遺構は溝、土坑、ピットを検出、溝と土坑は調査幅が狭いため判別は確実

でない。規模の表記については溝を（幅x深さ）、土坑を（長径もしくは短

B地区調査区配置図 径x深さ）、ピットを（直径X深さ）とした。断面の形状は多くが皿状を呈し
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たため、それ以外を記述した。以下、遺構別に述べる。

溝 3は2.3m XO. 8mを測り断面は逆台形を呈す。埋土は砂と砂を含む粘質土が堆積する。遺構の幅

は6mを超える可能性がある。

溝 4は2.7mXO. 7mを測り断面が二段落ちの逆台形を呈す。遺物は底面より 10cm上で溝掘り方に沿

う形で出土した。出土量はコンテナー杯分を超える。埋土は砂を多く含む紫黒色粘質土が堆積する。

溝 5はl.l~l.6mX0.6mを測り断面が逆台形を呈す。埋土上層より完形の壷 (36)が西に口縁を向

け倒れた状態で出土。畿内第1II様式の土器である。溝 6は幅2.8mを測る。深さは lmを超え完掘を

断念した。溝 5・6は切合うが溝 5は溝 6の埋没過程を捉えた姿とも考えられる。

溝 7は0.2mXO.lmを、溝 9は1.5m XO. 2mを、溝10は 1mX0.2mを、溝11は0.9m XO. 2mを、

溝12は 1mXO. 3mを測る。溝13はl.6mX0.4mを測り断面U字形を呈す。溝14は1.6m XO. 6mを測

り断面U字形を呈す。溝15はl.4mXO.2mを、溝16は 1mXO. 2mを、溝17は3mX0.2mを測る。溝
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18は約0.3mX約0.2mを測り断面が逆台形を呈す。壁面で検出、方向などは推定である。溝19は2.4

mX0.4mを測り断面が逆台形を呈す。溝20は3.3m XO. 2mを測る。

土坑 1は長径 1mXO. 2mを、土坑 8は深さO.lmを、土坑 2は短径0.7mX0.2mを、土坑 3は深さ

0.3mを測る。土坑 4は長径1.5mを、土坑 5は長径 lmを測る。いずれも完掘を断念。土坑 6は長径

0. 9mを、土坑 7は深さO.lmを、土坑 8は長径1.2mXO. 2mを、土坑 9は短径0.7m XO. 2mを、土坑

10は直径0.6mを測る。

ピット 1は短径0.4m XO. lmを、ピット 2は21~27cmX25cmを、ピット 3は0.2m X 33cmを測る。

ピット 4は0.4m Xl8cmを測りピット内は木材が腐植したものである。ピット 5は短径0.4mを、ピッ

ト6は直径0.3~ 6 cmを、ビット 7は直径0.2mを、ピット 8は0.2m X 7 cmを、ピット 9は0.2mX

15cmを、ピット 10は直径0.2mを、ピット 11は15cmX4 cmを、ピット 12は直径0.3mを、ピット 13は

0. 5m Xl2cmを、ピット 14は0.4mX13cmを測る。

4. 出土遺物

縄文土器、弥生土器、須恵器、土師器、土製品、石器等が出土した。以下、須恵器と土師器を除き、

図化したものについて述べる。

縄文土器は深鉢が、弥生土器は壷、甕、高杯、鉢、台状土製品、蓋がある。

弥生土器は遺構出土と包含層出土がある。遺構出土土器は22~49・91・92・94・ 123~ 142である。 22~

35は溝 4、36・37・40・46・48は溝 5、38は土坑 4・5、39はピット 5、41・43・45・91・92・123・124・126・

127は溝 6、42・44は土坑 2、47・49・50は溝 3、51・125は溝11、94は土坑 7、128は土坑 1より出土し

た。
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27~29 ・36 ・37・48は壷である。 27・28・37はしぽった頸部より大きく外反した口縁部に端部が面をも

つ。 27・28は頸部に櫛描直線文が巡る。 29は水平にのびる口縁部に上下に拡張した端部をもち、頸部

に櫛描直線文が巡る。 36は細くしぼった頸部から外反する口縁に、端部が垂下して拡張した面をもつ。

体部は下膨れする。口縁端部からイ本部中程までに幅の広い 7条の櫛描簾状文を施す。体部のヘラミガ

キは四分割される。 48は頸部が細く伸び板ナデを施す。

22~26・38~45は甕である。 22~24・43~45は大和型の甕で、 22~24・43は口縁端部に刻み目をもち

外面と口縁部内面に粗いハケメを施す。 44・45は刻み目をもたずに口縁部内面に横のハケメを施す。

25はなだらかに外反する口縁をもちヘラミガキを施す。 26・38は逆L字を呈した口縁に端部が面をも

つ。 26は板ナデとヘラミガキを、 38はナデを施す。 39・40はくの字に外反する口縁に端部が面をもち

ナデを施す。 41・42はやや屈曲の強いくの字の口縁をもちヘラミガキを胴部に施す。

31~35・50・51は壷・甕の底部で、 31は底面に明瞭な指頭圧痕が残る。 30・49は高杯で、 30は浅い皿状

を呈して口縁部がゆる＜外反する。外面に煤が付着する。 36は台状土製品で鉢を伏せた形を呈し、内

面にハケメを、外面には板ナデの後ナデを施す。裾端部外面は横にナデが入る。 46・47は鉢で、 46は

先の細い船底形の把手を貼り付ける。 47は上下をナデで整え長く突き出した把手が巡る。

以下、包含層出土土器である。甕は52~63・75・76がある。 52・53は胴部に多条の沈線が巡り、口縁

端部にヘラミガキを施す。 54~57はくの字形の口縁部を呈し、肥厚して端部は面をもつ。 54・55は頸

部外面に指頭圧痕が残る。 58・59は逆L字形の口縁を呈し、肥厚した端部が面をもつ。 60は外反する

口縁がやや垂下し、内面にハケメを施す。 61~63は大きく張る胴部をもつ。 61は短い口縁をもち、胴

部内外面にヘラミガキを施す。 62は肥厚した口縁が明瞭な面をもつ。 75は緩やかに外反する口縁部を

もち、胴部に一条の沈線が巡る。口径29.6cmを測る。 76は厚い器壁に逆L字形の口縁をもつ。口径

40cmを測る。

壷は64~73がある。 64~67は口縁端部に刻み目、櫛描波状文と直線文が入る。 68~70は大きく外反

する口縁部に、肥厚した端部が面をもつ。 71は大きく外反する口縁に、短く垂下した端部をもつ。頸

部に櫛描直線文が巡る。 73は短い口縁が垂直にのび、口縁部に二つの穿孔がある。 74は蓋で口縁内面

にリング状に煤・炭化物が付着する。 25・40・42・47・51・55 ・56・59~61 ・63・68~70・72・74~76は生駒西麓

産胎土である。

77~100は縄文、弥生土器の拓影及び断面図である。 77は縄文土器で口縁端部に貼付突帯が巡る。

晩期、長原式の深鉢である。 78~80は壷の頸部で78が削出突帯に刻み目が、 79・80には沈線を施す。

81 ~92は壷の体部で81・83は貼付突帯に刻み目が、 82には削出突帯に刻み目を施す。他は沈線を一条

から多条施す。 89・90には沈線に平行して円形刺突文が巡る。 91・92では櫛描文が見られる。 93・94は

鉢の口縁部で櫛描文を施す。 96~100は甕で体部に一条から多条の沈線が巡る。 99・100の口縁端部に

は刻み目を施す。 79~84・86~89・91~94 ・96・98・ 100は生駒西麓産胎土である。

円板状土製品は101~ 106 ・ 135があり、法量から三つに分けた。径が 7cm以上を測る105・106・135、

3. 5cm未満の107~109、中間の101~ 104がある。

石器は磨製と打製のものがある。磨製石器は115~117である。 115・116は石庖丁で、 115の体部には

敲打痕があり二次的な使用痕と考えられる。いずれも片刃で、刃部には磨滅や刃こぽれなどがみられ

る。重さは115が13.03 gを、 116が7.98gを測る。 117は大型の石庖丁で焼成を受けており破損が著し

い。重さ120.99 gを測る。筆者の肉眼観察の結果、いずれも緑色の結晶片岩製と思われる。

打製石器は110~114・ 159~ 165であり、すべてサヌカイト製である。法量の表記については（長さ X

幅x厚さ x重さ）とした。 110は石鏃で横型剥片を用い基部が欠損する。 3.35cm X 1. 85cm X 0. 4cm X 
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3. 25 gを測る。 112は石錘で横型剥片を用い、両端に使用による磨滅がみられる。 4.3cmX1.4cmX

0. 8cmX3. 92 gを測る。 111は石鏃未製品で縦型剥片を用い、製作時の事故品と思われる破損である。

重さ6.42 gを測る。 114は石剣の破損品で側縁に刃潰しと基部にサヌカイト表皮が残り、表面には研

磨が見られる事から柄部と考えられる。 6.95cm X 4. 35cm X 1. 6cm X 51. 04 gを測る。 113・159~ 165は削

器である。法量は113が7.25cmX4. 4cmX 1. 3cmX 38. 55 gを、 159が4.14cm X 3. 98cm X 1. 01 cm X 15. 77 g 

を、 160が3.06cm X 1. 43cm X 0. 44cm X 1. 96 gを、 161が4.65cmX2. 6cmXO. 42cmX4. 7 gを、 162が5.04

cm XO. 75cmX 10. 99 gを、 163が4.87 cm X 2. 81cm X 0. 7 cm X 10. 83 gを、 164が6.02cm X 

0. 75cmX2.15cmX44. 3 gを、 165が7.49cmX4. 42cmX1. 82cmX54. 85 gを測る。いずれも刃部片面調整

である。他に剥片・石核などが総重羅639.88 gある。

cmX 2. 89 

N. C地区の調査

調査ではA・B地区に比べまとまった逍物の出土はなかったが、両地区と同様に黒色粘士を基本と

する層が地区内全域に存在しており遺物も確認した。そのため濃密ではないが遺物・遺構を包含する

層が存在すると考えられる。

層位は柱状図 1が2区、 2が4区、 3が 8区、 4が10区、 5が13区において記録した。詳細は層序

を参照。出土遺物は弥生中期初頭の土器が地区全体で出土したが出土量は少量である。
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1．籾騨(10GY2Il)Il罰約1]起シルト
2. I昭柑 I~色 (10GY3/ l)絹II陳diシルト
3. II闊灰色（7.5GW J )tll粒ゆ批シル 1•
4 ．灰オリープ色 (l OY~/2) 少閥II粒釦紐j ff(:l．
冒匂2.5Y3fl)外国諏l晶血
6.黒色(10YR3II) ~Ill ・叫紐聡質 1 '-
7. ／1.I腿 (5YR2/|）中・叩ll訊襲i質＿K
8叫 胆 (5YR2/|）邸少批II’19¥！砂混1’li証
9. lA¥褐色(5YR3/I Hi'濱：l—•
10．暗オリープ色 (5\＇il / 3)， 門li『; ~、 1 •
11.オリープ訊色(RY312)料1シル ト
12.11音オリープ色(7,5YIi/3)シhtiil位砂i)甜i質シルト
13.オリープ灰色(l!IW2)Af11Ul沙
14．即．＼色 (10G2/I)多暉II痢臥譲シルト
15．灰色 (10Y4/1)多乱仰視柑it’'［上煎褐色(IOYR3/4) 
の斑点
16．灰色(N4/）細牲ilも粘質土
17.オリープ黒色(5Y3/2)粘例土、炭化物含む

18,オリープ黒色 (5Y3/1)粘質土、船状の粘土の
落込み
19.オリープ黒色(5Y2/2)粘質上、炭化物含む
20，灰オリープ色(5Y4/2)粘質シルト
21．暗灰色 (N3/）粘質土
22．黙褐色 (2.5Y3/ 1)多抗中礫混粘質土
23．オリーブ煎色 (5Y3/2)多址細礫混粘質土
24.オリープ黒色 (7.5Y3/l)細礫混中粒砂
25,暗青灰色 (10BG4/l)粘買シルト
26緑灰色 (10GY5/1)細礫混粘質土
27．暗紫灰色(5P3/1)細既混粘例土
28, II音紫灰色(5P4/l)粘質土、締る
29.11音腎灰色 (5PB4/31)シルト例粘質土、軟い
30．青黒色 (5PB2/l細礫混粘質土、締る
31.11紆i'f灰色 (5PB3/1)粘質土、締る
32.1衛'f灰色 (5PB3/1)糾l礫混粘質土、締る
33，暗灰色 (N3/）粗粒砂視粘例土、締る
31. II魯緑灰色 (7.5GY3/l)シルト

C地区土層断面柱状図

35．オリープ黒色 (5Y3/1)粗粒砂
36.オリープ黙色 (5Y3/2)シルト列粘質土、船状の粘土
の落込み
37賠オリープ灰色 (5GY3/l)粘質土、粘性強
38．暗オリープ灰色 (2.5GY3/ 1)粘質シルト、締る
39.11音緑灰色(7.5GY3/l)シルト、締る
40.11音緑灰色(5G4/l)*Iii礫叫シルト 浦訟
41.黒褐色 (2.5Y3/ 1)多iitI川lt.i昆砂灯士．．水多
42．黒色 (10Y2/l)粘代シル ト、水多、やわい
43．オリープ黒色(5Y3/1)多屈細礫混粘牧土
44．黒褐色 (2.5Y3/l)粘質土
45.黒褐色 (2.5Y3/2)粘質シルト
46．黙褐色(2.5Y3/ 1)多祉釧蝶混粘質土
47．オリープ開色 (5Y2/2)多侃粗粒砂混粘質土
48．黒色 (5Y2/1)細礫混砂質土
49. オリープ黒色 (5Y3/l) 多枇 l|•親枇粘質土
50.オリープ褐色(2.5Y4/3)と緑灰色(5G6/1)のシルト
が混合、締る

V. まとめ

今回の調査地は鬼虎川遺跡の中央部に位置し、遺跡内に東西方向の試掘トレンチを入れる形となっ

た。この位置は当遺跡内において大規模な調査が行われていない範囲にあたり、遺構の埋没深度・分

布等、今後の調査の指針となる成果も得た。また検出された遺構（溝、土坑、ピット）は当遺跡の弥生

時代中期初頭の範囲及び性格を考える上で貴重な資料となった。とくに東端を除いたB地区全体には

遺構・遺物が濃密に分布する。この範囲において墓制に関する遺構等は検出されず、既往の調査成果

と合わせると集落地にあたると考えられる。またB-5区を境に C地区を含んだ東では遺物が希薄な

状況であることから、ここが集落の東限の可能性があり溝 3はその境界になったとも考えられる。

その他、出土した遺物は縄文時代中期と晩期、弥生時代前期末、中期初頭、中期前半、古墳時代、

中世とあり遺跡の変遷を考える上で重要な資料となった。
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A-1地区調査断面（南より）

A-5地区遠景

A-6地区調査状況

I 
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B-1地区掘削状況（北東より）

B-9地区掘削状況

B-2地区調査状況（東より）
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溝 5.弥生土器 (36)検出状況

” 

B-10地区調査断面（柱状図 4) B-10地区弥生包含層堆積状況（柱状図 4)
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土坑2検出状況

溝11検出状況

土坑 8検出状況
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••• 

B-13地区調査状況（東より） B-16地区調査断面

•, 

B-16地区溝18調査断面 B-15地区調査断面

． 
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B-17地区遺構面検出状況（東より）

B-17地区遺構面検出状況（東より）

B-17地区人孔部遺構面検出状況
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B-18地区調査断面

B-18地区遺構面検出状況（東より）

B-19地区遺構面検出状況（西より）
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A地区出土縄文土器 2
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A地区出土弥生土器 2
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A・B地区出土弥生土器
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B地区弥生包含層出土土器 3
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B地区弥生包含層出土土器 4
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112 

打製石器（表）

160' 

打製石器（裏）

-117-



第24章楽音寺遺跡の第4次調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 63エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市横小路町 5丁目

3 調査面積 1 4 3 m' 

4 調査期 間 平成 11年 8月3日～12月26日（延べ 20日）

． 5 報告担当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は楽音寺遺跡

6 調査 の経 過 内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことにな

った。工事は推進工法と開削工法の場所がある。推進工法は立坑が2
ヶ所ある。開削工法の範囲は幅約0.9~1.lmで長さ約134mである。
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調査地点位置図 (1/2500)
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1.調査の概要

A-I地区の層序

第 1層盛土

第2層 オリーブ灰色 (10YR5/2)粗粒砂。

第3層 暗オリープ褐色 (2.5Y3/ 3)礫混じり粘土。弥生時代

後期～布留期の遺物包含層。

第4層 暗青灰色 (10BG4/l)と暗オリーブ褐色 (2.5Y3/ 3)礫

混じり粘土。

第 5層 暗青灰色 (10BG4/l)粘土。弥生時代後期～布留期

の遺物包含層。

第6層 オリーブ黒色 (10Y3/1)中粒～粗粒砂。

A-14地区の層序

第 1層盛土。

第2層 黒色 (2.5GY2/ 1)礫滉じり砂質土。弥生時代～布留

期の遺物包含層。

第3層 暗緑灰色 (5G4/l)砂質土。

第4層 暗緑灰色 (7.5GY4/l)砂質土。

第5層黒色 (2.5GY4/ l)砂質シルト。

第6層 オリープ黒色 (10Y3/1)粘質土。

2. 出土遺物

A地区のほぼ全域において弥生時代後期～布留期の土器が

出土した。

弥生時代後期の土器 (1~ 16) 

壷、甕、鉢、高杯の器種がある。 1はD縁部が2重に外反する壷である。口縁端部に擬凹線を施し、

その上に竹管文を押した円形浮文を貼り付ける。 2~6は甕である。口縁端部は丸く終わる 2~5と

受口を呈する 6がある。体部外面の調整はタタキ調整とハケメ調整がある。 7は鉢である。口縁部は

A-1地区 A-14地区
＞
 

"• 
＞
＿
 

V V " 

ー

1-lm 

2
 

3
 
4
 5

 
6ヽ 

6
 

-2m 

断面略図

片口である。 8・ 9は高杯の柱状部である。 11~16は底部である。

庄内期～布留期の土器 (17~33)

甕、高杯、器台の器種がある。 17は体部と口縁部の内面に稜がある甕である。体部外面をタタキの

後ハケメ調整、内面をヘラケズリ調整する。庄内期のものである。 18は東海地方の台付 S字状□縁の

甕である。口縁部が2重に外反し、体部外面を粗いハケメ調整する。 19~22は口縁端部が内側へ肥厚

する布留期の甕である。 32・ 33は口縁端部が丸く終わる甕である。 23~25、27~30は高杯である。 23

~25は杯部であり、浅い皿状を呈する。 27~31は柱状部と裾部である。 26は器台の裾部である。

ミニチュア土器 (34)

34はミニチュアの土器である。丸底を呈し、作りは粗い。

3. まとめ

A地区の全域で弥生時代後期～布留期の遺物包含層を検出した。西側で遺物量が多く、東側にいく

にしたがい減少する。立会調査のため十分な調査はできなかったが、遺構の存在する可能性が高い。

また、遺物包含層も弥生時代後期と庄内期～布留期の 2層に分かれていると考えられる。当遺跡は第

1次調査が北側でおこなわれ周知されたが、今回の調査で南側に広がることが確認できた。
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調査地風景

掘削風景
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弥生土器
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14 
13 

弥生土器
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庄内式～布留式土器
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庄内式～布留式土器
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庄内式～布留式土器
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第25章馬場川（第11次）•西代遺跡の調育

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 78エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市横小路町 4丁目

3 調査面積 4 0 0 m2 

4 調 査期 間 平成 11年 8月23日～継続中 (12月末現在延べ 26日）

5 報告担当 坂田典彦

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は馬場川・西
6 調査の経過 代遺跡内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうこ

とになった。工事は北と南の 2地区に分かれ、開削工法である。 B地

区の南側一部が西代遺跡、他が馬場川遺跡である。西代遺跡は夜間工
事のため立会調査はできなかった。工事範囲は幅約0.9mで長さ約470

mである。

調査地点位置図 (1/2500) 
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.1 

1.調査の概要

馬場川遺跡は、東大阪市横小路町に所在する。生駒西麓には、いくつもの谷川が走り、その複合扇

状地末端に位置する。 A地区は、 0.P. +16~22mを測る。北の大門川と南の箕後川によって区切られ

た範囲に立地する。以下に詳しく記すが、盛土以下・縄文後期・弥生後期の包含層までは、砂質シル

ト・砂礫層が約 lm確認されているのも上記の谷川による堆積作用だと考えられる。紙面の関係で

「まとめ」の章に譲るが、当遺跡の性格もこれら地形による所が多いと考える。

今回、土層断面図の作成方法は、

①調査諸条件 (GLからの計測）

②4~8m間隔での柱状図

③複合扇状地上の緩傾斜面に立地（調査区では、平均 1m=O. 03mの勾配）

以上 3つの理由から、 GLを基準として各地点ごとの柱状図をピックアップした。またA-12・ 15地

区断面図のように、縄文・弥生混合包含層と解しているのは、断面観察上明確に出来ず、出土逍物か

らの判断である。ただし、出土遺物の時期が、 A-12・ 15地区を境に縄文域、弥生域に分かれるのは

当遺跡の性格を知る上で重要である。

2.層序

A-6地区 第 1層ー盛土、第 2層ー上から暗オリーブ灰色礫混じりシルト（層厚20cm) ・オリー

ブ黒色シルト（層厚15cm)黒褐～灰色中礫（層厚25cm)、A縄文包含層（以下A層と略す）、粘質土

（層厚30cm)、第 3層ー黒色礫混じり粘質土 (0・2~0・8cmの礫、層厚10cm)

A-8地区 第 1層ー盛土、第 2層ー上から暗緑灰色砂混じりシルト（層厚35cm) ・暗緑灰色粗砂

混じりシルト（層厚10cm) ・暗オリープ灰色粘質シルト（層厚10cm) ・黒色砂混じりシルト（層厚5

cm) ・暗緑灰色粗砂混じり細砂（層厚10cm) ・暗青灰色細砂（層厚10cm)、A層ー黒褐色色粗砂混じ

り粘質土（粘性強、層厚35cm以上）

A-9地区 第 1層一盛土、第 2層一青黒色シルト（層厚25cm) ・暗オリーブ色シルト（層厚15

cm) ・緑灰色粗砂 (0.1~O. 5cm大の砂、層厚30cm)、A層ー上位は、オリープ黒色砂泥粘質土（層厚5

cm) ・下位は、暗紫灰色砂泥粘質土（層厚45cm以上）

A-12地区 第 1層一盛土、第 2層ー暗緑灰色礫混シルト（層厚30cm) ・緑灰色砂質シルト（層

厚20cm) ・灰色粘質シルト（隠厚20cm) ・灰色粗粒砂（層厚20cm)、AB層ーオリープ褐色粘質土

（上位に0.5cm以下の礫多く含む、層厚45cm以上）

A-15地区 第 1層ー盛土、第 2層ー暗緑灰色礫混シルト（層厚15cm) ．にぶい黄色砂質土～砂

（層原20cm) ．灰色礫混シルト（かたくしまる、層厚15cm) ・暗青灰色礫混砂質シルト、 AB層ー暗

青灰色粘質土（層厚25cm) ・オリーブ褐色礫混粘質土 (0.2~ 1. 0cm大の礫含む、層厚25cm以上）

A-18地区 第 1層ー盛土、第 2層ーオリーブ黒色細礫混シルト（層厚20cm) ・暗オリーブ色砂

質シルト（層厚20cm)、C層ー暗褐色礫混粘土 (0.5cm大の礫多い、厚層15cm)、第 4層ー暗オリープ

灰色砂質シルト（層厚10cm) ・緑灰色シルト（層淳25cm) ・暗青灰色砂質シルト、 B層ーオリーブ黒

色砂混粘質土（層厚20cm以上）

A-23地区 第 1層一盛土、 B層一青灰色粘質シルト（層厚20cm) ・暗褐色粗粒砂混粘質土（層

厚20cm)暗オリープ褐色中粒砂混シルト質粘土（層厚10cm)、第 5層ー灰オリープ色粗粒砂（層厚30

cm) ・暗青灰色中粒砂（層厚30cm)

A-2 6地区 第 1層一盛土、第 2層ーにぶい黄色シルト、 C層一緑灰色礫混シルト (10cm大の礫
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少量・層厚30cm)、B層ー黒褐色礫混粘質土 (0.5cm大の礫多、層厚15cm)、第 5層ーオリープ黒色中

粒砂（層厚35cm) ・青灰色シルト（層厚30cm以上）

3. 出土遺物

今回遺物整理にあたり層序でも触れたが、層位的な選物の取り上げを行なうことができなかった。

時期的認識を欠いた遺物の組列は、羅列に落ち入る危惧もあるが、遺物の価値を最大限引き出し、ま

た、再見当の一助となるような整理・操作を試みた。

整理の基準として、

①形態的特徴（器形など、土器そのものの果たした役割）

②文様構成（施文方法・地域色・製作集団の持つある一定のきまり）

③胎土・色調（産地の把握・在地産・搬入品）

④従来の編年案に載せる（既往調査の類例と照合）

の4つを軸として文章を進めたい。当然、以上の 4本軸の中で共通性が生まれ、「例えば遺物Aは①

”を満たし、遺物Bは①怠）④である。のように」複雑かつ膨大な枠組みが必要となるが、今回は

極力大きな枠組みでまとめたい。

中津式土器群 (1~48) 

①深鉢と浅鉢があり、出土遺物の割合では、圧倒的に深鉢が多い。深鉢の器形では、頸部でくびれ

内湾するキャリパー型（明確なものとして 1~ 16 ・ 37)、頸部で一度くびれ外反する型 (1・ 21 ・ 4 7) 

底部から直線的に上外方に立ち上がる植木鉢型がある (17・ 42 ・ 45)。浅鉢の器形では、椀形 (24~

2 7) とコップ形が想定できるが、 今 回 の 調 査 で は コ ッ プ 形 の も の は 検 出 さ れ な

かった。ただし、馬場川 4次調査でC類として取り上げられている中にコップ形のものが見られる。

口縁部は、波状口縁 (1~ 19 ・ 23)、平口縁 (21)があり、端部が肥厚するもの (2~ 7 ・ 9 ~ 15) 

と無肥厚のもの (8・ 10 ・ 16 ・ 17 ・ 21)がある。特記すべきこととして、肥厚するものに 2段RLが

見られる傾向が強い。

②地文である縄文RL・LRに沈線で区画された内、外区どちらかを磨り消して文様を作る。区画

沈線は、渦文 (32・ 38)やT字文 (42) などをはじめ、曲線的 (30~40) ・直線的 (21・ 41 ~48) な

ものがあり、それらを相互に組み合わせて構成されている。（おそらくこれらは、西日本縄文後期文
(1 ・ 5 ・ 6) 

化圏（中津式）と東日本縄文後期文化圏（加曽利・称名寺式）の接点を見い出す着眼点の一つである。

施文部位としては、波頂部で沈線をつなぎ (11・ 15)、波状口縁に沿うように (2~ 16)割付けし、

胴部で渦・丁字・方形区画を表現する。沈線は太いもの (5・ 19 ・ 21など）と細いもの (8・ 17 ・ 48) 

などがある。特にその本数で言えば、 3本 1組で梢成される (17) などは福田 KII式に、多条沈

線 (48) は、沈線を境に縄文LRと磨り消しナデを交互に繰り返し、池田寺 4次に類例がみられる。

③胎土、色調は肉眼観察で行なった。ほとんどの土器が、胎土中に 2mm大前後の角閃石・石英を含

み、いわゆる生駒西麓産である。色調は総じて黒褐色～黄褐色を呈する。非在地産・搬入品とおもわ

れるものは、 (25・ 31 ・ 48)で、 (25) は胎土が粗く、灰白色を呈する。内面調整は、エ具痕・植物圧

痕が見られる。 (31) は外面の沈線と縄文部に赤色顔料が部分的に付着し、胎土は粗く 2mm大の長

石•石英を少聾含む。色調は、灰黄褐色を呈する。 (48) は胎土が粗く、 4 mm大の長石を多く含み、

2 mm以下の石英・雲母を少量含む。色調は浅黄色を呈する。
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「隆帯文」土器 (48~64)

①いわゆる馬場川 0式土器と称されており、口縁部に隆帯を回らせるのを特徴としている。破片し

かなく全体的な器形はとらえにくいが、大半が底部から上外方に直線的ないし外反しながら立ち上が

る深鉢だと思われる。口縁端部は丸いもの (51・ 52 ・ 56) と面をもつもの (54・ 58 ・ 59)があり、端

面には形態にかかわらず縄文を施すもの (51・ 54 ・ 57~59 ・ 62~64) と施さないものがある。

②文様構成として、まず定義しておきたいのは章題にも掲げた「隆帯文」という言葉は、一般に言

われている草創期・早期の隆帯文（隆起線文）土器とは全く異なるものである。また、本文構成上、

隆帯文を①形態的特徴、②文様楷成のどちらに含むかに関しては製作過程の上から、器体（器形）作

り→隆帯の貼り付け→縄文・沈線の施文という流れが推測でき、「用途」関与しないことから②に含

めた。

隆帯は断面三角形で高さは 5mm前後である。口縁賜部に粘土紐を貼りつけ段上にしたもの (57~64)
(9) 

は、一応隆帯文の中に入れておくが、 4次調査では馬場川0式C類、中村論文では馬場川0式A類 a

2折り返し口縁とし、どちらも隆帯文の範階には入れていない。 (49・ 50) は、隆帯を貼り付けたの

ち円形押圧文を施す。 (52~54・ 57) は、隆帯直下から垂下沈線が確認でき隆帯を境に文様構成が変

化する。縄文は LRを縦にころがしたもの (51~54・ 59 ・ 60)が多く、この土器群の特徴である。

③胎土は、ほとんどの土器に 3mm前後の角閃石•長石・石英を含み、いわゆる生駒西麓産の土器であ

る。色調は、暗褐色～黄褐色を呈する。

④、まさに①＠怠）から類推して、この時期この地域の独自性がうかがえたが、類例はいくつかある。
(JO) (11) (12) 

例えば。京大KA地点・東庄内A遺跡・布留遺跡があげられる。縄文土器ー形式の分布圏は広域であ

り、それと比べると、今匝の馬場川辿跡と上記の 3遺跡の距離はせいぜい150km圏内におさまる。た

だし、それらが点的に存在したかは確認されておらず、時期の前後関係はさらに検討を要する。

その他の土器 (65~74)

(65) は、口縁端部直下から刺突文を施す。存在部が少なく規則性はつかめない (4次報告では馬

場川 0式 f類）。（66・ 67) は、浅鉢の口縁部であり外面条痕仕上げの後やや幅広の沈線を施す。 (69

~71) は、いずれも浅鉢であり幅広の沈線で区画された部分に縄文LR、ナデ調整を交互に施す。そ

の上、縄文帯上に径 5mmの円形刺突文を約 5mm間隔で配する。 (72) は、深鉢であり器厚 5mm以下で

薄く仕上げられ縄文は施さない。 3条の凹線文の一部に扇状圧痕文が見られ後期末に比定される宮滝

式の要素を持っている。 (73・ 74) は条線文で仕上げられ、 (73) は乱方向に (74) は縦位に施す。

粗製土器 (75~97)

①浅鉢と深鉢の 2種類があり、今回検出した粗製土器のほとんどが深鉢である。深鉢には頸部が胴

曲してから内湾するもの (81・ 93) と、底部からほぽ直線的に立ち上がるもの (84・ 94~96)がある。

口縁形態は波状口縁 (76~79・ 82 ・ 95) と平口縁がり、端部は肥厚して丸くおさめるものと、やや面

を持つものがある。また端面に爪ないし鋭利な工具による刻目文を施すもの (88・ 91 ・ 96) と、円形

刺突文を施すもの (92)、棒状のもので押圧した刻目文 (97)がある。 (90・ 94) に見られる穿孔は、

外から内に穿った後、ナデて丸めてあることから、修繕孔ではない。焼成前に「提げる」など何らか

の役割が与えられていたのであろう。

②粗製土器は無文土器とも称され、文様構成上の規則性・独自性は表現されにくい。ただ、地文に、

条痕調整・縄文RL (81) ・ケズリの後ナデ調整 (89) などを施す。これこそが、装飾など見ため重
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視から機能重視への変換点、晩期土器への足掛かりであろう。

③胎土は、 3mm前後の角閃石•長石・石英を含み、色調は黄褐色～褐色を呈する。 (86) は鋭角に

屈曲し、くびれ部から下は縄文RLを施す。一応粗製土器の中に入れておく。

底部 (98~106) 

①形態的特徴としては、上げ底のもの (98・ 99 ・ 103 ・ 104) と平底のものがある。また立ち上がり

の角度は、底面からほぼ直上に立ち上がるもの (103・ 104) と上外方に外弯しながら立ち上がるもの

がある。

②文様調整は、内外面ともナデ調整を施すものが多いが、ヘラ状工具による粗雑な調整のもの

(98 ・ 101 ・ 106) もある。 (104・ 106) は底部まで縄文を施す。 (106) に関しては、底面に部分的に縄

文LRが見られる。

③胎土は、 3mm大の角閃石•長石・石英を多く含み、色調は褐色～黄褐色を呈する。

縄文晩期土器 (107)

浅鉢の口縁部であり、張りのある体部から短く内傾し端部は外折する。復原口径は30cmで、器高は

おそらく 15~20cmである。調整は外内面ともヘラ状工具で丁寧に仕上げられている。胎土は精緻で、

色調は暗褐を呈する。洸賀里II類に比定される。

弥生土器 (108~118) 

出土した土器はほとんどが後期のもので、器種は甕・壷・鉢・高杯がある。出土量はコンテナ 2箱

のうち図化・復原できた11点の詳細を器種ごとに記す。

甕 (108~113) (108)は口径11cmを測る。口縁部は外反し、端部は丸くおわる。外面調整は右上が

りのタタキを施し、頸部屈曲部に径 5mmの円形浮文を貼り付ける。内面調整は板ナデを施す。 (109・ 

110)は底部で外面は右上がりのタタキを施す。 (109)の内面は左まわりに下から上に板ナデを施す。

(111)は口径12.6を測り、端部はやや面を持っておわる。外面は右上がりの粗いタタキの後、ハケメ

調整を施す。 (113)は歪な器形を呈している。外内面ともハケメ調整である。

壷 (114) 球形の体部に径4.4cmの底部を持ち、口縁部は欠損している。内面調整は底から肩部まで

板ナデを施し、口縁部付け根まで指ナデである。長頸壷と思われる。

鉢 (115~118) (115~117)は同一の器種でつまみだしの底部をもつ鉢で、 (115)は口縁部に粘土を

貼り足し、やや肥厚する。 (116)はハケメ・板ナデ調整で丁寧に仕上げ、端部は尖りぎみにおわる。

(118)は大型の鉢で口径は25cmを測り外内面ともヘラミガキ調整を施す。底部は欠損しているが脚台

が付く可能性もある。

石器（図版石 1~ 5) 

1~3は石錘である。 1は長さ9.5cm・幅7.3cm ・厚み1.9cm ・重さ 159.56gを測る。両端を打欠し、

くり込みを入れる。 2は扁平な円礫にくり込みを入れる。残存部の重さ 15.73 gを測る。 3は隅丸方

形に近く 12時と 3時方向の位置に浅いくり込みがある。 1は角閃石斑概岩、 2は砂岩、 3は緑色片岩

である。 4は石棒で、断面カマボコ型を呈する。表面は丁寧に研磨調整されておりなめらかである。

残存部からは使用痕が見受けられず利用目的は不明である。廃棄時期の問題も兼ねて再考を要する。

頁岩である。 5は剥器で 2方向から調整を加え刃部 (7cm)を作る。サヌカイトは多数出土しているが、

製品化しているのはこれのみである。石材は担当者の肉眼観察によるものである。
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4. まとめ

今回の調査でもっとも重視されるのはその立地環境にもとづいた遺跡の性格であろう。縄文時代後

期から弥生時代後期へと隔絶期が存在する。その要因として層序でも触れたように河川によって区切

られた範囲内での居住域は不安定であり、その証明として出土遺物も時代単位ではなく時期単位の様

相を見せている。また、クランク部前後で縄文・弥生域に分かれるのは馬場川遺跡内での時期ごとの

所在範囲が浮かび上がってくるのではないだろうか。今回、遺物のほとんどが立合調査による採集で

あるが一括性の高い検出状況もあり遺構面は存在すると思われる。今後、これらの確認、問題点に関

しては、予定されている B地区の調査結果を踏まえてより明らかにされることを期待する。

注 (1) 東大阪市埋蔵文化財包蔵地調査概報16 「馬場川遣跡発掘調査概要w」1976

(2) 東大阪市建設局下水道部「平成10年度公共下水道第78エ区管きょ築造工事図面l・ 2/11』

(3) 前記の注 (1)

(4) 今村啓爾「称名寺式土器の研究（上）」 考古学雑誌第63巻第 1号

(5) 田中良之•松永幸男「広域土器分布の諸相一縄文時代後期西日本における類似様式の

並立』古文化談叢第14集

(6) 橋口尚武『加曽利E式土器の研究史考察ーとくにIII・ N式土器を中心として一考古学雑誌

第69巻第 1号

(7) 大阪府教育委員会、大阪府埋蔵文化財協会『池田寺遺跡Nj 1991 

(8) 馬場川Wでは、出土した縄文中～後期の土器から中津式・無文土器を引いたものを馬場川

0式土器としている。

(9) 中村友博『馬場川 0式の型式学的位置について』月刊歴史手帳 8巻 4号

(lo) 中村徹也（編）『京都大学農学部総合館北棟建設予定地内埋蔵文化財発掘調査の概要 I.

II』1974・ 75 

(11) 三重県埋蔵文化財調査 5 『東名阪道路埋蔵文化財調査報告』 1970

(12) 奈良県史跡名勝天然記念物調査抄報『天理市布留遺跡J1958 

(13) 前記 (9) の中で、中村氏は文様構成による解釈から京大KA→天理→馬場川 0式の編年

を推定している。

主な参考文献

『里木貝塚』倉敷考古館研究集報第 7号 1971 

『仏並遺跡』大阪府埋蔵文化財協会 1986 

「縄手遺跡 1』縄手遺跡調査会 1971 

『桑飼下遺跡発掘調査報告書」平安博物館 1975 

『湖西線関係遣跡調査報告書J湖西線関係迎跡発掘調査団 1973 
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掘削風景（背景•生駒山麓）

土器出土状況

調査断面（指先は古墳時代包含層・ A-26地区）
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縄文時代後期土器（磨消し縄文）

縄文時代後期土器（磨消し縄文）
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縄文時代後期・晩期土器（粗製土器・底部）
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第26章山畑古墳群の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 37工区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市四条町 513~441地内

3 調 査 面積 3 5 6 m2 

4 調査期 間 平成 11年 9月1日～10月22日（延べ 20日）

5 報 告 担当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は山畑古墳群

6 調 査 の 経 過 内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことにな
った。工事は幅約0.9~1. lmで長さ約356mの間であり、開削工法で

ある。

. ~ 

調査地点位置図 (1/2500)

-I 
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A-4地区

1 

2 

3 

4 

亀•

断面略図

1. 調査の概要

A-4地区の層序

第1層盛土。

A-23地区
＂ ＇̀ 

1 

lm 

2 

3 

4 

-2m 

5 

第 2層 黒褐色 (5YR3/1)礫混じり粘質シ

ルト。

第3層 オリープ色 (5Y5/4)砂礫。

第4層黒色 (10YR8/8)粘質土。

A-23地区の層序

第 1層盛土。

第 2層褐灰 色 (7.5YR4/ 1)中礫。

第 3層褐灰 色 (10YR5/l)中～大礫。

第4層黒色 (5Y2/1)大礫。

第5層 オリープ黒色 (7.5Y3/2)粗粒砂。

2. まとめ

A-23地区付近で古墳時代の須恵器が微

量出土した。壺 (1)、杯蓋 (2)があり、古

墳より流出したものと思われる。

調査地遠景
，． 

謂査地断面

出土遺物
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＇ 
第27章善根寺山遺跡の調査

. I 

. 

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 71工区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市善根寺町 6丁目

3 調 査面積 9 4 m2 

4 調 査 期 間 平成 11年 9月14日～10月22日 （延べ 7日）

5 報告担当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は善根寺山遺

6 調査 の 経 過 跡内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことに

なった。工事は幅約0.9~1.3mで長さ約100mの間であり、開削工法

である。

•I 

調査地点位匿図 (1/2500) 
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調査風景

1. 調査の概要

層序

第 1層盛土

第 2層 黄褐色 (2.5Y5/ 6)中粒砂混じり砂質土。

第 3層 褐色 (7.5YR4/ 3)粗粒砂混じり砂質土。

第 4層 オリーブ灰色 (5GY6/1)細粒砂混じり砂質土。

第 5層 オリーブ灰色 (5GY6/1)中粒砂混じり砂質土。

第 6層 にぶい黄褐色 (10YR5/4)細～中粒砂混じり砂質土。

第 7層 にぶい黄褐色 (10YR5/8)細粒砂混じり砂質土。

第 8層 明黄褐色 (10YR6/8)細粒砂混じり砂質土。

2. まとめ

立会調査を実施したが、遺構、遺物は検出できなかった。盛土より下は、

断面略図 いわゆる地山であった。
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第28章河内寺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 59エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市河内町457~410地内

3 調査面積 2 8 1 m2 

4 調査期 間 平成 11年 9月14日～10月19日（延べ 13日）

5 報告担当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は河内寺跡内

6 調査の経過 に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことになっ

た。工事は幅約0.9mで長さ約331mの間であり、開削工法である。

調査地点位置図 (1/2500) 
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-lm 

-2m 

-
一-調査地遠景

断面略図 -・. 

1. 調査の概要

層序

第1層

第2層

盛土。

オリープ黒色礫混

じりシルト。

第3層黒褐色砂質シルト。

遺物包含層。

第4層 緑黒色礫混じり粘

質シルト。遺物包含

層。

第5層 暗青灰色砂礫。

第 6層 暗緑灰色粘質土。

第 7層 暗緑灰色シルト粘

土。

第 8層緑灰色粘土。

2. 出土遺物

須恵器 (1~ 4)、土師器、

瓦 (5・ 6) が出土した。図

化できるものはなかった。

まとめ3. 

遺物包含層は西側で確認で

きたが、谷筋内の可能性があ

る。遺構は検出できなかった。

調査地断面

5
 

出土遺物
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• 9 

第29章 中垣内遺跡の調査

.. 
• I 

I 

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 5エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市善根寺町4丁目

3 調査面積 6 1 m2 

4 調査期 間 平成 11年 9月28日～11月24日（延べ 9日）

5 報告担当 才原金弘

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は中垣内遺跡

6 調査 の経 過 内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことにな

った。工事は推進工法と一部開削工法である。推進工法による立坑は

9ヶ所、開削工法の範囲は幅約 lmで長さ約Z9mである。

[ニロ

三
言
『
言
TEI

□弓丁□
〗'

r
,
'
 

3
 

9

a

の

_

0

 
5
 

ぷ•r
\

1
2

ー、,¥

り「図
日
ば
ー
暉

言
)
[点I:[ 

亡lロ
.I
 9
,

 

＇ 

]
 

i
 

燿
ば
ぃ9

,
 

ーー

，
 

、ー̀‘
 

ス
g

-156-



ar 

.1̂ 調査風景

1. 調査の概要

層序

第 1層盛土。

第2層緑灰 色 (7.5GY5/ 1)細粒砂。

第3層 暗オリープ灰色 (5GY4/l)細粒砂。

第 4層暗緑灰色 (5G4/l)粘土。

第 5層 青灰色 (5BG5/1)中粒砂

第 6層 暗青灰色 (5B4/1)粗粒砂混じり砂質土。

2. まとめ

立会調査を実施したが、遺構、遺物は検出できなかった。

1 

2 

3 

4 

5 

6 
l , —• 

lm 

- 2m 

断面略図

-l57-



第30章和泉遺跡の第 1次調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 10年度公共下水道第 58エ区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市中石切町 5丁目 7893~2913地内

3 調査面積 1 9 m2 

4 調 査期 間 平成 11年 10月18日～10月19日（延べ 2日）

5 報告担当 永田朋子

上記の地点で工事が実施されることになった。当地点は和泉遺跡内

6 調査 の経 過 に位置し、下水道部と協議した結果、発掘調査をおこなうことになっ

た。工事予定地は石切市民運動場の西側に位置する。工事は推進工法

であり、立坑の 1ヶ所で実施した。調査範囲は6.0X3. 2mである。

J喜口」；ロニUC. ロ
n a., a. a.中石―/".,r罰0.[］: （ ： --

二；―市；：ー動ー場--：：［；］[III 。

：ー こ― ,；；；;；；．： ;::;：：：全― • ~·

曰-'6 6 

こニ
琴 1主韮湿IIIfli／下下―こパ―iに示后万―1

調査地点位置図 (1/2500) 
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1. 層位

第0層盛土

第 1層 暗緑灰色 (10GY4/l)礫混じり粘質

土5mm以下の礫・植物遺体多く含む。

第2層 オリープ黒色 (10Y3/l)巨礫混じり

粗粒砂 (10cm大の礫中量含む。上位

にローリングを受けた土師器片数点

検出。

第3層 灰白色 (7.5Y8/l)礫混じり粗粒砂

5 mmいかの礫多い。湧水層。

第4層灰白 色 (5Y7/ 1)中粒砂、 0.5mm以下

の砂と 1cm大の礫少羅含む。

第 5層暗緑灰色 (10GY3/1)シルト。

第6層 オリーブ黒色 (10Y3/l)粘質土。布

留式期の遺物包含層。

第7層 黒色 (10Y2/1)粘土・炭化物少量含

む。布留式期の遺物包含層。

第8層 褐 灰色 (7.5YR4/ l)粘土。水分含有

量多い。布留式期の遺物包含層。

第9層灰白色 (2.5GY8/ l)細粒砂。 1mm以

下の砂。

第10層 灰白色 (10Y8/1)砂礫。砂礫含有比率 1cm以下： 1cm以上＝ 7: 3。湧水層。

第10'層 第10層と同色。 1cm以下の礫層。第11層との切り合い不明瞭。

第11層 灰白色 (5Y7/ 1)巨礫層。 10cm大の礫上位に多量に含む。巨礫が逆転化して上位にきている

ことからオーバーフローした洪水砂とも考えられる。とすると河道は当調査区より東にある

／ヽ

― 0. I'. +4m 

。 m
 

2

,
 

断面実測図

ー 0.P. +3m 

ー 0.P. +2m 

可能性が高い。

第12層 黒褐色（7.5YR3/l)砂混じり粘土。

第13層 オリーブ黒色（7.5Y3/l)礫滉じりシルト。 2mm以下の礫含む。

第14陪 暗緑灰色 (10GY4/1)礫混じり粗砂。ブロック状にオリープ黒色 (10Y3/1)粘質土混入。

第15層 暗青灰色 (5BG4/1)細粒砂。

第16層 暗青灰色 (5BG4/1)礫混じり粗粒砂。 2.5cm大の礫多量に含む。

第17層緑灰色 (10GY6/1)シルト。

第18層 灰色 (N4/）礫滉じり粘質土。 1cm大の礫含む。

第19層 暗青灰色 (5BG5/1)細粒砂。

第20層 灰色 (10Y4/1)礫混じり粗砂。 1.5cm大の礫中量含む。

第21層 暗青灰色 (5BG5/1)巨礫混じり粗砂。 5cm大の礫多量に含む。ブロック状にオリーブ黒色

(10Y3/ 1)粘土を含む。

第22層 青灰色 (5BG5/1)粗砂。ラミナが見られる。

土坑 1 埋土は 1層で、黒褐色 (5YR2/1)礫混じり粘土。 3mm以下の礫中量含む。炭化物多量に含む。

第8暦から切り込み、布留式期の迎物片を含む。
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2.遺描

第8層上面で古墳時代前期の土坑を検出した。調査

区の北東端であった為全形は不明である。規模は幅85

cm以上、深さ約25cmを測る。土坑内には炭化物が集中

して堆積していたが、性格は不明。南半分は重機・残

土処理の関係上調査を断念した。

3. 出土遺物

遺物を包含する層（第 6・ 7層）と土坑内から古墳

時代前期（布留式）の土器が出土した。器種は甕・高

杯・小型丸底壷がある。土坑から出土したものは 1.

2 ・ 7 ・ 9 ・ 12である。

1 ~ 6は甕の口縁部である。 3・ 5は口縁端部に明

瞭な端面をもたずに丸くまとまり、口縁部が心持ち内

弯している。それ以外は、口縁端部を内傾させて肥厚

させ、口縁部は内弯しているものである。

7 ・ 8は裾部であり、高杯か器台か判断が難しい。

9 ~12は高杯で、 9~11は口縁部が直線的に外側に

伸びているものである。

13 ・ 14は小型丸底壷である。 13の口縁端部は面をも

って丸く終えるものである。 14は器高の約半分の口縁

高をもち、扁球形の体部を有する。丁寧な作りで、ロ

遺構平面実測図 縁部の内外部はヨコナデ、体部外面はハケメ調整の後

ヘラミガキが施されている。内面は上方が横方向のハケメ、下方はナデ調整である。

4. まとめにかえて

和泉遺跡では本格的な調査がほとんどされていなかった為、実態が不明な点の多い遺跡であった。

今回の調査により、既に確認されていた弥生時代中期以外の、古墳時代前期（布留式）の土器を含む

遺構を新たに確認した。調査の範囲が狭い為に詳細は不明であるが、調査地周辺に遺構面が広がる可

断面

側
溝

゜
2m 

能性が推測される。
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布留式土器実測図

40cm 

-160-



土坑 1検出状況

ur.: 
重機掘削風景 調査地全景
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土坑 1内土器出土状況
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1.土師器小型丸底壷・甕
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3.土師器高杯
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4.土師器高杯
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